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はじめに

小金井市は、子どもの権利の侵害に関する相談及び救済に取り組み、もって子どもの権利

を実現する文化及び社会をつくるため、令和 4（2022）年度に、子どもオンブズパーソンを設

置しました。制度発足から 3年。市内の子どもたちや市民に少しずつ「子どもオンブズパーソ

ン」の存在が知られるようになり、関係機関や地域社会のなかにも、「子どもの声に耳を傾ける

ことの大切さ」が根づきはじめていることを実感するようになってきました。

その一方で、子どもオンブズパーソン相談室に「気持ちを伝えて、一緒に考えてもらおう」と

行動に移すにはハードルの高さを感じている子どももいて、制度が“ある”だけでは十分では

なく、子どもたちにとって「安心して頼れる場」であるための方策を常に考える必要性を感じて

います。

「安心して頼れる場」とは何かについて考えてみると、①心理的安全性が確保され、②気持

ちを共感してもらえ、③自分の感情の背景にあるものが何かを整理でき、④もやもやの解決

方法を考えることができ、⑤自分でできることとオンブズパーソンに助けてもらうことを分離

し、⑥もう大丈夫と思えるようになるまで寄り添ってもらい、⑦そうした過程を通じて生きる勇

気を持つことができるようになれる場だと解釈できます。子どもオンブズパーソン相談室では、

子どもの最善の利益を第一に考え、子どもに寄り添い、対話や支援を通じて、自分は価値が

ある存在だと気づくことができ、くじかれそうになっている気持ちを回復できるような支援を心

がけています。

小金井市には、子どもの権利に関する条例があります。ここに掲げられた 5つの権利「安心

して生きる権利」「自分らしく生きる権利」「ゆたかに育つ権利」「意見を表明する権利」「支援を

受ける権利」を知り、理解し、活用することで、問題を解決する力を醸成することにつながると

考えます。そのためには、市民にも、子どもにも、子どもの権利について広く知らせ、理解を深

めるための機会をできるだけたくさんつくらねばなりません。

そこで、子どもオンブズパーソン相談室は、令和 5（2023）年度から、小学校における子ど

もの権利学習として小学 6年生を対象に授業を実施し、今年度も、すべての市立小学校9

校で開催することができました。加えて、中学校にも広げていく準備段階として、中学校にお

ける子どもの権利学習用授業の検討を重ね、令和 7（２０２５）年度からすべての市立中学校

で実施する運びとなりました。

さらに今年度は、学童保育所や児童館、保育園やこども園の職員研修にも力を入れ、「子ど

もにとって相談とは」「子どもがイヤな気持ちになる言葉がけとその理由」「子どもの最善の利

益を第一に考えるとはどういうことか」などについて考察し、子どもの権利を保障する子ども支

援のあり方について検討する機会を積極的に設けていきました。



この 3 年間の子どもオンブズパーソン設置の効果をふりかえってみると、a.おとなは子ども

の最善の利益を保障するためにどのような子どもへのかかわり方をすればよいのか、b.市は

子どもの権利を保障するための子ども施策をどのように展開すればよいか、c.子ども自身が

子どもの権利を知り活用するためにはどうすればよいのか、などについて考える機会が増え、

その成果として、子どもの権利を実現する文化及び社会をつくるきっかけにつながっていって

いることだと思います。

本報告書では、令和６（202４）年度における子どもの相談・救済活動や子どもの権利の普

及啓発の実践をふりかえりつつ、制度の“現在地”を確認しながら、より安心できる居場所とし

ての相談室、そして子どもの権利を実現する地域社会のあり方についても見つめなおす機会

にしたいと考えています。

今後とも、小金井の子どもたちの声が大切にされる社会となるよう、尽力してまいりますの

で、引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。

小金井市代表子どもオンブズパーソン

半田 勝久
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ⅠⅠ－－１１ 小金井市子どもの権利に関する条例

「小金井市子どもの権利に関する条例」は、平成２１（ ）年３月の市議会定

例会で可決され、平成２１（ ）年３月１２日から施行されました。

この条例の基となった「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は、平成

元（ ）年の第４４回国連総会において採択され、平成２（ ）年に発効しま

した。日本は、平成６（ ）年に批准しています。

小金井市では、平成１３（ ）年の「小金井市長期総合計画、第３次基本構想

前期基本計画」及び「のびゆくこどもプラン 小金井」に、「児童の権利に関する条

約（子どもの権利条約）」の理念に基づく、子ども自身が十分尊重される地域社会

の土台作りとしての子どもの権利条例制定の検討を記述しました。

その後、平成１５（ ）年９月４日に小金井市子どもの権利条例策定委員会に

対し、「（仮称）子どもの権利に関する条例策定」について諮問し、平成１８（ ）

年３月３０日に答申を受け、この条例の制定に至りました。

策定の経過では、市内保育園、幼稚園、小学校、中学校、高校生世代の保護者と

子どもたちへのアンケートや、市民会議・子ども会議の開催、パブリックコメント

等を実施しました。

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

・子どもは、愛情をもって自分のことを考え、接してほしいと願っています。

・子どもは、自分の意思を伝え、受け止められることを願っています。

・子どもは、より良い環境で育ち育てられることを願っています。

3 

ⅠⅠ－－２２ 小金井市子どもオンブズパーソン

１ 経緯

小金井市では、子どもの権利を保障し、子どもの健やかな成長を願って、「小金

井市子どもの権利に関する条例」を制定しました。その後、国においても児童福祉

法が児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）の理念を踏まえた形で改正する

など、子どもを権利主体とする子どもの権利保障の動きがある中、条例制定から１

０年経過したことを契機に子どもの悩みに関する実態を市内小学校４年生から中学

校３年生の全校児童生徒にアンケート調査した結果、半数の子どもは悩みがある時

だれかに相談できている一方、８人に１人が相談したいけどできないと感じていた

り、４割の子どもは嫌なことがあったと記憶していて、その内の３割は嫌なことが

あった場合に我慢すると回答しています。また、子どもが相談するのは家族や友達

が多く、既存の相談機関は子どもにとって気軽に相談できる場ではないことや、学

校と家庭以外に知り合いがいない子どもが３人に１人いるという地域の希薄化が伺

える調査結果も判明しました。（青少年問題協議会子どもアンケート（ 年 月実施））

このことから、相談先に挙がっていた家族や友人など身近な人からの権利侵害に

ついては、相談しづらい状況があると分析し、子どもが相談してもいいんだと思

え、ワンストップで困りごとに寄り添った対応のできる機関が必要と考え、小金井

市子ども・子育て会議内に子どもの権利部会を設置し、検討を開始。下記のような

経過を経て、令和４（ ）年４月に市長が子どもオンブズパーソンを２名委嘱、

９月から相談室を開設し、相談等の活動を開始しました。

年 月 内 容

（ ）年 月 「小金井市子どもの権利に関する条例」制定

（ ）年 月
平成 年第４回市議会定例会にて 陳情第 号「子どもの最善の利益

を保証する「子どもオンブズパーソン」の設置を求める陳情書」が採択

（ ）年 月
市立小学校 年生から中学校 年生約 人を対象に「子どもの悩み

や考えの実態」に関するアンケートを実施

（ ）年 月

「のびゆくこどもプラン 小金井」を子どもの権利条例の理念を実現する

ための子どもの権利に関する推進計画と位置付け、「小金井市子どもオン

ブズパーソン」の設置、早期発見と早期対応による相談・救済体制の充実

に向け、子ども・子育て会議に子どもの権利部会を設置し、小金井市にお

ける子どもの権利救済機関の設置に向けた検討を開始

（ ）年 月

「（仮称）子どもオンブズパーソンの基本的な考え方（案）」についてパブ

リックコメントを実施（ 人、延べ意見 件）

キッズカーニバルにて「子どもの権利救済機関設置に向けた説明会」及び

子どもの意見聴取（ アンケート）を実施

同年 月
令和３年第４回市議会定例会に「小金井市子どもオンブズパーソン設置

条例」を上程

（ ）年 月
子どもの権利に関する条例に基づいた「小金井市子どもオンブズパーソ

ン設置条例」が市議会で全会一致可決
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２ 制度

小金井市子どもの権利に関する条例第１６条の規定に基づいた、子どもの権利

の侵害に関する相談及び救済の仕組みとして、小金井市子どもオンブズパーソン

設置条例及び小金井市子どもオンブズパーソン設置条例施行規則では、下記のと

おり定めています。

⑴ 設置目的（第１条・子どもの権利に関する条例第１６条）

子どもの権利の侵害に関する相談及び救済に取り組み、もって子どもの権利

を実現する文化及び社会をつくる。

⑵ 職務内容（第３条）

・子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、必要な助言及び支援を行うこと。

・子どもの権利の侵害に関する申立て又は自己の発意に基づき、調査、調整、

勧告等を行うこと。

・子どもの権利に関する普及啓発を行うこと。

・前３号に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必要なこと。

⑶ 子どもオンブズパーソンの責務（第８条）

・職務を行うに当たっては、子どもの権利を実現するために、子ども一人一

人に寄り添い、子ども自身の考えを尊重しながら、当該子どもにとって一

番良い方法を子どもと共に考えていくよう努めなければならない。

・子どもの権利の侵害の早期発見及び予防に努めなければならない。

・専門性のある立場から公正に職務を遂行しなければならない。

・関係する市の機関等と連携し、及び協力し、職務の円滑な遂行に努めなけ

ればならない。

・子どもの権利に関する意識を高めるための取組を積極的に行わなければな

らない。

・その地位を政党又は政治的目的のために利用してはならない。

・職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

⑷ 子どもオンブズパーソンへの協力（第９条・第１０条）

・市の機関は、オンブズパーソンの職務の遂行に関し、独立性を尊重するとと

もに、積極的に協力し、及び援助しなければならない。

・何人も、オンブズパーソンの職務の遂行に関し、可能な限り協力するよう努め

なければならない。
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⑸ 権利侵害に関する相談・救済の仕組み（第１１条から第１７条）

⑹ 子どもオンブズパーソン会議（規則第３条）

・機関運営や広報啓発に関することや個別ケースへの対応方針について、全体

で合議が必要な協議・検討を行うため開催

令和６年度開催回数 （単位：回）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

回数

３ 体制

⑴ 子どもオンブズパーソン ２人

・人格が高潔で、子どもの権利に関し優れた識見を有する者のうちから、市長

が委嘱（任期３年、３人以内）

・それぞれ独立してその職務を行い、必要に応じて合議により行います。

※令和７年３月３１日現在

氏名 所属等

半田 勝久（代表子ども

オンブズパーソン）

日本体育大学体育学部准教授（教育制度学、教育法

学、情報科学、子ども支援学）

村井 朗子 弁護士（弁護士会多摩支部子どもの権利委員会、

多文化共生プロジェクトチーム所属）

※令和７年４月１日、３人目のオンブズパーソンとして竹内麻子氏が就任しています。
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⑵ 相談・調査専門員 ３人

・子どもオンブズパーソンの職務の遂行を補助し、相談室における相談・調査

対応、子どもの権利についての普及啓発等を行います。

・児童福祉（社会福祉士、精神保健福祉士、保育士等）、教育（教員免許）ま

たは、心理（臨床心理士、公認心理師）等の資格を有し、子どもに関する相

談や指導等の経験が２年以上ある者

⑶ 事務局 １人

・子どもオンブズパーソンの活動支援、市組織との連携・調整等を行います。

⑷ 主な活動場所

名称：小金井市子どもオンブズパーソン相談室

開室時間：平日 ： ～ ：

土曜 ： ～ ： （木・日・祝・年末年始を除く）

所在地：小金井市中町 階

（ＪＲ中央線 武蔵小金井駅南口から徒歩７分）

電話： （子ども専用フリーダイヤル）

（おとな用）

メールフォーム：

7 

ⅠⅠ－－３３ 小金井市子どもオンブズパーソン相談室

１ 対象

１８歳未満の子ども（市内在住、在学、在勤）の子どもの権利侵害に関する事項

（ただし、在学・在勤については当該事案が市内で起こったもの。また、高等学校等

歳未満の子どもと同様の施設に在籍している 歳未満の者も対象）

２ 相談方法

３ 相談の流れ
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ⅡⅡ

令令和和６６年年度度活活動動内内容容

１１ 子子どどもものの権権利利学学習習ににつついいてて

２２ 広広報報啓啓発発のの状状況況

３３ 相相談談活活動動のの状状況況

４４ 申申しし立立ててのの状状況況

５５ 事事例例紹紹介介

６６ 令令和和６６年年度度相相談談活活動動ののままととめめ

12 

ⅠⅠ－－４４ 小金井市の概要

１ 基礎情報（令和６（ ）年４月１日現在）

自治体名 東京都小金井市

位置・地勢 面積： ㎢（東西、南北約 ｋｍ）

特徴：東京都のほぼ中央（都心から

約 ｋｍ）にあり、小金井公

園や武蔵野公園、国分寺崖線

など、緑や水が豊かな、自然

の残る環境がある。また、東

京学芸大学、東京農工大学、

法政大学などの教育機関や、国の研究機関などが設

置され、文教都市としての性格が強い住宅都市であ

る。

人口、世帯数 人、 世帯（令和 年 月 日現在）

歳未満人口 人

保育園・幼稚園
認可保育園 市立 園、私立 園

幼稚園 私立 園、国立 園 認定こども園 園

小学校 市立 校、国立 校

中学校 市立 校、国立 校、私立 校

特別支援学校 都立 校（小学部・中学部）

高校 全日制：都立 校、私立 校、定時制：都立 校

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市イメージキャラクター「こきんちゃん」 
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ⅡⅡ－－１１ 子どもの権利学習について

１ 小学校における子どもの権利学習

子どもオンブズパーソンでは、令和５年度から「子どもの権利学習」として、市

立小学校６年生を対象に子どもの権利の授業を実施しています。授業では、「子ども

の権利とは何か？」、「子どもの権利を大切にする・守るとはどういうこと？」という

２つのテーマを子どもたちとともに勉強します。まず、子どもの権利は、「自分らし

く幸せに生きるために生まれたときから誰もがもっているあたりまえのもの」である

ということを子どもに知ってもらいます。そして、学校で学んだり、おしゃれをした

り、ゲームをしたり、といった日常生活で当たり前にしていることが、できること・

守られることが子どもの権利であることを伝え、これらの出来事が「小金井市の子ど

もの権利に関する条例」における５つの権利と深く結びついていることを、学んでも

らいました。

また、子どもの権利は自分にだけではなく相手にもあるということ、自分の権利と

相手の権利が衝突した場合はどうしたらよいか、ということを、ワークブックを用い

ながら子どもたちに考えてもらい、自分の気持ちを大切してもらう権利があると同時

に、相手の気持ちを尊重することの大切さについて、理解してもらいました。

令和６年度は、市立小学校９校で計９８６人の小学校６年生に授業を行いました。

【ワークブック「小金井市子どもの権利に関する条例を知ろう！」】

※ワークシートを含む発行物はホームページで全ページ紹介しています。
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⑴ 実施結果

ア 対象

全市立小学校６年生（３０クラス９８６人）

イ 実施日

令和６年５月２２日から令和６年１２月１９日までの間で学校希望日時より決

定計１２回（クラス別授業１校、２クラス合同授業１校、学年合同授業７校）

ウ 内容

ワークブック「小金井市子どもの権利に関する条例を知ろう！」及び動画

「３分でわかる！子どもの権利＠小金井」を用いて、①「子どもの権利って何だ

ろう？」②「権利を大切にする・守るとは？」の２テーマについて考える。

エ 結果（回答数：児童４９３人、教員１０人）

① 児童アンケート

満足度：４．４点（５点満点）

理解度・小金井市には「子どもの権利に関する条例」がある

・「子どもの権利」は「自分らしく、幸せに生きるため」に一人一人

が持っているもの

・何か言われてイヤな気持ちになるのは気持ちを無視されるから

・「子どもの権利」は自分だけではなく、相手にもある

主な感想の傾向：自分にも他者にも権利があるため、相手のことを考えて行動

していきたい、という思いや、嫌なことがあったら「イヤ！」と言っていいん

だという気づきが見られました。また、小金井市が「子どもの権利に関する条

例」を多摩２６市で最初に制定したことについて、驚きや誇りに思う意見も寄

せられました。さらに、嫌なことや困ったことがあったら、子どもオンブズパ

ーソンに相談したい、という声も複数ありました。
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⑴ 実施結果
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② 教職員アンケート

満足度：５点（５点満点）

主な意見の傾向：子どもの人権や権利条例について身近な例を用いて

説明したこと、動画を活用して子どもたちの意見を集めながら進めた授業

形態、児童の発言に共感を示した姿勢を、評価いただく声が多く寄せられ

ています。一方で、子どもたちに配布したリーフレットの内容を、もう少し

詳しく説明したがほうがよい、という意見もありました。
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２ 中学校におけるいじめ予防授業

子どもオンブズパーソンでは、子どもの権利学習以外にも、「いじめ予防授業」の出

前講座を実施しています。令和６年度は、はじめて中学校で授業を行いました。

授業では、なぜいじめを許してはいけないのか理解をしてもらうため、実際にあっ

たいじめ自死事件を例に話をします。そして、いじめ被害者の心情をコップにたとえ、

人はつらいことが続くとコップに水がたまり、その水が溢れると自分を傷つけたり死

に追いやる事があること、そして、いじめは被害者だけではなく加害者の心にも傷を

残すことを説明しました。

また、いじめの加害者でも被害者でもない「傍観者」が実は多いこと、しかし、傍

観者がいじめ被害者に「大丈夫？」と声をかけることで、被害者の気持ちが軽くなる

ことを伝え、今後いじめの場面に遭遇した時に何ができるか学んでもらいました。

なお、いじめ予防授業は小学校でも実施しています。令和６年度は緑小学校５年生

を対象に授業を行いました。（Ｐ１９）

⑴ 実施結果

ア 実施校及び対象学年

小金井第二中学校全校生徒（４５３人）

イ 実施日

令和７年１月２５日（土）４時間目

ウ 内容

いじめがなぜいけないのか実例をもとに理解し、実際にいじめに遭遇したとき

に何ができるかを考える。

エ 結果（アンケート回答数：生徒２７５人、教員８人）

① 生徒アンケート

満足度４．４点（５点満点）

主な感想の傾向：いじめ加害者と被害者の思いの違いから他者を傷つける可

能性があるので、今後自分の言動に気を付けたいこと、実際にいじめに遭遇

したらいじめ被害者に寄り添い「大丈夫？」との声かけをしたい、などの感

想が多く寄せられました。

② 教員アンケート

満足度：４．５点（５点満点）

主な意見の傾向：いじめ加害者の話が聞けたこと、いじめの四層構造を図な

どで説明したことで生徒にも理解しやすく、授業後も生徒たちが話題にして

いたことから、授業のメッセージが確実に生徒に伝わったことを評価してい

ただきました。一方で、対象が中学生のため人権侵害の違法性にも触れてほ

しかった、授業の内容について隣の子と話をする時間があってもよかった、

との意見が寄せられました。
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ⅡⅡ－－２２ 広報啓発の状況

１ 関係機関等への周知・広報の状況

制度や相談室の案内、活動の状況などについて以下の方法でお知らせしました。

【市長への報告】

令和５年度活動報告書を発行し、令和６年７月１９日に、

子どもオンブズパーソン設置条例第１８条の規定に基づ

き、理事者（市長・副市長・教育長）に対し、活動内容

について報告しました。

【連絡会・会議等】

小中学校校長会（３回）、民生委員児童委員協議会総会・合同定例会、子どもの居場

所推進連絡会、子どもの権利に関する条例検討部会、民生委員児童委員協議会会長

会、子ども・子育て会議、子どもの権利部会、公立保育園園長会、民間保育園園長

会、民間幼稚園園長会、青少年問題協議会、青少年健全育成６地区連合会、児童館

職員定例打合せ会、ゲートキーパー養成研修

【プレスリリース】

「小金井市子どもの権利セミナー 落語で学ぼう。子どもの権利＆子どもオンブズ

パーソン令和５年度活動報告会」の実施について（令和６年７月１７日）

【その他】

子育て情報冊子「のびのび小金井っ子」、子育て情報サイト「のびのびーの！（運営：

小金井市子育て・子育ち支援ネットワーク協議会）」、市報（令和６年７月１５日号）、

ホームページ、Ｘ（旧 ）で広報するとともに、中日新聞等の取材対応を行

いました。また、東京学芸大学附属小金井小学校、東京学芸大学附属小金井中学校、

都立小金井特別支援学校、武蔵野東中学校を訪問してあいさつを行い、教育委員会

指導室とは意見交換を行いました。

２ 子どもに対する周知・広報の状況

【機関紙】

機関の周知とともに子どもへ活動内容を報告す

るため、子どもオンブズパーソン通信０５号（９

月）、０６号（２月）を発行、公立私立全学校児童・

生徒へ配布しました。（各 部）

【受験生へのチラシ】

１０月には教育委員会指導室の協力のもと、高校

受験を控えた市立中学３年生に対し、子どもオン

ブズパーソン相談室を紹介したチラシを配布し

ました。（ 部）
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【学校での活動】※子どもの権利学習については別掲（Ｐ１４）

日程 活動等 対象

月 日 子どもオンブズパーソン啓発カードの配布

（ 部）

国立・公立・市立小学校～

高等学校

月 日 いじめ予防授業 緑小学校 年生

月 日 朝礼挨拶 南小学校全校生徒

月 日

道徳授業地区公開講座「子どもの悩みとどう

向き合うか～子どもの権利授業と子どもオ

ンブズパーソンの活動を通じて～」

小金井第二小学校

保護者他

随時 ポスター掲示
国立・公立・市立小学校～

高等学校

随時 オンブズＢＯＸ設置 市立中学校

随時 学校だより等への掲載（学校による広報）

小金井第二小学校、小金井

第三小学校、小金井第四小

学校、緑小学校、南小学校

他

【その他】

学校からの依頼を受けて中学生の職場体験を受け入れました。中学生には、子ども

オンブズパーソン相談室が、普段どのような相談を受けているか模擬面談を受けて

もらい、「相談者」「相談員」双方の立場を体験してもらいました。

日程 学校名 参加人数

月 日 市立小金井第二中学校 人

月 日 市立小金井第二中学校 人

月 日 市立南中学校 人

３ 子どもの権利セミナー＆

子どもオンブズパーソン令和５年度活動報告会の実施

日 時：令和６年７月２６日（金） １８：４５～２０：３０

場 所：小金井 宮地楽器ホール 小ホール

参加者：５３人
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内 容：第１部 子どもの権利落語

出演者 入船亭扇蔵氏（落語家・真打）

第２部 トークセッション

出演者 入船亭扇蔵氏（落語家・真打）

半田勝久、村井朗子

（子どもオンブズパーソン）

第３部 令和５年度活動報告会

出演者 半田勝久、村井朗子

（子どもオンブズパーソン）

４ その他のイベントへの出展

キッズ・カーニバルＫＯＧＡＮＥＩ ２０２４

日 程：令和６年６月８日（土）・９日（日）

場 所：小金井 宮地楽器ホール マルチパーパススペース

内 容：ブース出展

「子どもの権利の虹を作ろう」と題して子どもたちに、

最近あった「うれしかったこと」「モヤモヤしたこと」

などをカードに書いてもらい、その気持ちが子どもの

権利条例の５つの権利のうち、どれに当てはまるかを

考えてもらいながら「子どもの権利の虹」を作りました。

参加者：４５３人

５ 研修・視察等

⑴ 視察等

年月 視察先自治体名

月 日 世田谷区 せたがやホッと子どもサポート

月 日 小金井（しょうがねぇ）を変えちゃう人の会

⑵ 視察等の受け入れ

年月 自治体名

月 日 武蔵野市子ども家庭部子ども子育て支援課

月 日 小金井市こども家庭センター新任職員

月 日 豊島区 としま子どもの権利相談室（相談室及び権利学習視察）

月 日 武蔵野市子ども家庭部子ども子育て支援課（権利学習視察）

月 日 私立高等学校 生徒

月 日 中央区議会議員（大学生１名、高校生２名同行）

月 日 流山市子ども家庭部子ども家庭課

月 日 東京学芸大学 学生

月 日 大阪府大東市議会未来づくり委員会

月 日 福岡県大牟田市議会市民教育厚生委員会

月 日 千葉県流山市議会教育福祉常任委員会

月 日 長野県長野市こども未来部こども政策課
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⑶ 研修等への講師派遣（おとな向け）

日程 名称 講師

月 日 社会福祉法人雲柱社 学童保育所職員研修 子どもオンブズパーソン

月 日
世田谷区 令和５年度せたがやホッと子どもサ

ポート活動報告会

子どもオンブズパーソン

（パネラー参加）

月 日 児童館職員研修 子どもオンブズパーソン

月 日 光明第二保育園職員研修 子どもオンブズパーソン

月 日 小金井けやきの森認定こども園職員・保護者研修 子どもオンブズパーソン

月 日 こむぎ保育園職員研修 子どもオンブズパーソン

⑷ 研修・報告会等への参加

年月 研修名

月 日 内部研修 「子どもオンブズワークについて考える」

月 日 南小コミュニティスクールを考え実践する会

月 日
子どもの人権講座 「子どもの権利って何だろう～身近なところから考え

よう～」

月 日 世田谷区 令和５年度せたがやホッと子どもサポート活動報告会

月 日 認知症サポーター養成講座

月 日 豊島区 令和５年度としま子どもの権利相談室活動報告会

月 日 第 回 子どもの相談・救済機関首都圏フォーラム

月 日 世田谷区 子どもの権利に関するシンポジウム

月 日 松本市 「松本子どもの権利の日」市民フォーラム

月 日 福祉総合相談窓口における事例研究会

月 日
明治安田こころの健康財団 発達障害・専門講座Ⅱ

「子どものいじめを防ぎ、その傷を広げないために」（ ）

月 日
庁内障がい者理解促進研修 「障がい者差別の解消を目指して

～職場を元気にする人権とは～」

月 日 東京都 「在住外国人の安全・安心について考える情報交換会」

月 日

日
「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 名古屋

月 日 子どもの相談・救済に関する全国関係者会議

月 日 ゲートキーパー養成研修
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内 容：第１部 子どもの権利落語

出演者 入船亭扇蔵氏（落語家・真打）

第２部 トークセッション

出演者 入船亭扇蔵氏（落語家・真打）

半田勝久、村井朗子

（子どもオンブズパーソン）

第３部 令和５年度活動報告会

出演者 半田勝久、村井朗子

（子どもオンブズパーソン）
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場 所：小金井 宮地楽器ホール マルチパーパススペース

内 容：ブース出展

「子どもの権利の虹を作ろう」と題して子どもたちに、
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ⅡⅡ ３３ 相談活動の状況

 
１ 新規相談

新規相談とは、相談者から相談室に寄せられた、新しい内容での最初の相談をいい

ます。

同一の相談者でも相談期間が重ならず、別件での相談は新規相談としています。

令和６年度（令和６年４月 日から令和７年３月３１日まで）の状況は以下のとお

りです。

⑴ 令和６年度の新規相談

令和６年度の新規相談件数は４８件でした。

ア 相談者別・月別内訳

新規相談の相談者別・月別の内訳（構成比）は以下のとおりです。

新規相談の４８件のうち、子どもからの相談は２６件で、おとなからの相談は

２２件でした。

月別で見ると、６月と１０月が一番多く各７件で、次に１月の６件でした。子

どもからの相談が一番多かった月は６月の５件で、おとなは１０月の４件でした。

令和５年度に比べ、子どもからの相談の割合は、５６．１％から５４．１％と

２％減少しましたが、前年度に続き、全体の相談の半数以上は子どもからでした。

表－１ 相談者別・月別新規相談件数 （単位：件）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・構成比（％）は、小数点第 2 位以下切り捨てのため合計が 100 とはならないことがあります。（以下の図・表も同様です。） 

 
イ 相談項目別内訳

相談項目別内訳では、「学校教職員の対応」が１３件と最も多く、次に「対人関

係」の７件となっています。「行政の対応」と「心と身体の悩み」、「学習・進路」

が、それぞれ５件でした。「自分の考え・気持ちを話す場」が４件となっています。

25 

「不登校」が３件で「いじめ」が２件となっています。「ネットトラブル」と「家

庭・家族」、「子育て」がそれぞれ１件となっています。相談の項目としては１２と

多岐にわたっていました。

（単位：件）

 
 
 

図－１ 相談項目の内訳  
ウ 相談方法別内訳

新規相談の相談方法別では、「電話」が２２件（子ども９、おとな１３）と最

も多く、次に「面談」が１５件（子ども１１、おとな４）、「メール」が１０件

（子ども５、おとな５）、「手紙」が１件（子ども１）でした。

令和５年度と比較すると、電話の割合が増加し、面談の割合はほぼ変わりが

なく、３０％以上の水準を保っています。

表－２ 相談方法別件数 （単位：件）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 新規相談の相談方法別割合 

電話
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メール

手紙令和５年度
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エ 子どもとつながることができた割合

新規相談の４８件の中で、子どもと相談室がつながることができた件数は

３４件で、昨年と同様に７割以上は子どもから直接声を聴くことができました。

 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 子どもとつながることができた割合  
 

オ 相談の対象となる子どもの所属内訳

相談の対象となる子どもの所属は、「小学校」に在学している子どもに関する相

談が３１件（６４．５％）で最も多く、次に「中学校」１２件（２５．０％）、「未

就学」が３件（６．２％）で、「高校世代」からは２件（４．１％）の相談があり

ました。

令和６年度の小学生対象の相談の割合（６４．５％）は、令和５年度の（５６．

１％）と比べ、８．４％増加しました。

  
（単位：件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 新規相談者が子どもの場合

令和６年度の新規相談が子どもからだった２６件の内訳は以下のとおりです。

表－３ 相談対象となる子どもの所属 

令和5年度

1年 2年 3年 4年 5年 6年

（7.0％） （5.2％） （5.2％） （10.5％） （5.2％） （15.7％） （14.0％） （0.0％）

1年 2年 3年 1年 2年 3年

（0.0％） （0.0％） （0.0％） （0.0％）

（15.7％） （5.2％） （5.2％） （0.0％） （3.5％） （3.5％） （0.0％） （3.5％） （0.0％） （100％）

その他 合計

未就学
小学校 小学校

学年不明

令和６年度

令和5年度

高校 高校世代
学年不明

令和６年度

令和5年度

中学校 中学校
学年不明

令和6年度
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ア 相談項目別内訳

新規相談者が子どもの場合は、「対人関係」が最も多く７件となっています。次

に「学習・進路」が５件、「学校教職員の対応」と「心と身体の悩み」がそれぞれ

４件、「自分の考え・気持ちを表す場」が３件でした。「いじめ」が２件で、「家庭・

家族」１件でした。

図－４ 新規相談者が子どもの場合の相談項目別件数 図－５ 新規相談者がおとなの場合の相談項目別件数 

イ 相談者の所属内訳

新規相談者が子どもの場合、最も多かったのは小学校６年生で１０件、次に中

学校２年生と小学校４年生の４件でした。子どもの新規相談者のうち、小学校高

学年が６１．５％、中学校が２６．９％、高校世代からの相談はありませんでし

た。

令和５年度と比較すると、中学生からの相談は１件減少しましたが、令和６年

度の子どもからの相談の所属内訳の割合としては増加しました。

表－４ 新規相談者が子どもの場合の子どもの所属  （単位：件） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：件）(参考）
（単位：件）
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ウ 活動回数別内訳

令和６年度の新規相談件数の４８件に、令和５年度からの継続件数の５件を加

えた５３件のうち、１回の活動で終了したケースは１９件でしたが、２回以上の

活動をしたケースは３４件で、全体の６４．１％でした。

１件あたりの平均活動回数としては、令和６年度が４．３回で、令和５年度の７．

９回と比べると減少しています。

最も多いのは、２～５回の２１件で、３１回以上活動したケースは１件ありまし

た。

表－６ 活動回数別のケース数           （単位：件）

エ 手段別内訳
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次に多いのは、「メール」で８９回でした。このうち子どもが２９回で、おとな

が５５回、関係機関は５回でした。「面談」は４０件で、このうち子どもが２４回

で、おとなが１３回、関係機関が３回でした。令和６年度は、子どもとのやりとり

は「メール」や「面談」が多く、おとなは「電話」が多い結果となりました。

関係機関への「訪問」は、１回でした。「手紙」は、子どもとのやりとりが、７

回でした。

令和５年度と比較して、令和６年度は活動総数も各活動手段とも減少しました。

令和６年度の子どもとおとなの手段別の活動回数は、子どもはメールと面談が

多く、おとなは、電話とメールが多くなっています。

合合計計３３１１回回以以上上６６～～１１００回回 １１１１～～２２００回回 ２２１１～～３３００回回11回回 ２２～～５５回回

令和５年度

令令和和６６年年度度

ケケーーススのの数数

活活動動回回数数
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表－７ 手段別活動回数 （単位：回）

ⅡⅡ ４４ 申立ての状況

令和６年度の申立ては、１件でした。

令和７年６月現在調査継続中のため、令和７年度の活動報告書において報告する予定

です。

電話 面談 メール 手紙 訪問 その他 計

令令和和６６年年度度

令和5年度

令令和和６６年年度度

令和5年度

令令和和６６年年度度

令和5年度

令令和和６６年年度度

令和5年度

子子どどもも

おおととなな

関関係係機機関関

合合計計
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小さなあたたかさに気づく― 新任子どもオンブズパーソンからのメッセージ

子どもオンブズパーソン 竹内麻子

朝の通勤途中、近所の駐車場でよく見かけるサビ猫がいま

す。ぽってりと太っていて、ちょっと控えめな表情。「サビちゃん」

と声をかけると、のそのそと歩いてきて足元に寄ってきてくれた

り、小さく「にゃっ」と返事をしてくれたりします。

「今日はまだ朝なのになんだか疲れているなぁ、、」

という日でも、サビちゃんの姿を見るだけで、少しだけ笑顔にな

って、まるでゲームの中で残りライフがひとつ回復したみたい

に、元気が湧いてくる感じがするから不思議です。

ふと考えると、私たちのまわりには、こうした“小さなあたたか

さ”がたくさんあるのかもしれません。風にふわりと漂う花のに

おい。おひさまの温かさ。通りすがりに「おはようございます」と

あいさつを交わした人の笑顔。誰かからもらった「ありがとう」

の言葉。それは、大きな助けにはならないかもしれないけれど、日々積み重なって、心の奥に

そっと寄り添ってくれます。

私たちは、自分が大切にされていると感じられたり、何気ないことでも誰かの役に立ってい

るかもしれないと思えたりすると、「ああ、自分はここにいていいんだ」と心が落ち着きます。そ

して、そういう体験が、自分を好きでいられる気持ちにつながっていくように思います。

オンブズマンの役割のひとつに、子どもたちが「安心して、自分らしく過ごせる毎日」を守る

ことがあります。けれど、その安心感は、「相談」のような、特別なことからだけ生まれてくるも

のではないと思うのです。あたりまえのようにすぎていく毎日の中で、「うれしい」「ほっとした」

「誰かがいてくれた」という小さな気持ちや体験を積み重ねられること――それも、子どもたち

にとって大切な権利であり、豊かな人生に欠かせないもののひとつなのだと思います。

どうか、子どももおとなも、誰かと比べたり、がんばりすぎたりしなくていい時間を、毎日の

中に少しでも持てますように。そして、みんなの近くにも、あたたかい目で見守ってくれる“サビ

ちゃん”のような存在が、そっといてくれますように。そんなことを願いながら、小金井の子ども

たちと、そばにいるおとなの皆さんのことを想っています。
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メメ
ーー
ルル

相相談談例例①① メメーールルののややりりととりりをを繰繰りり返返ししたたケケーースス

相談者 本人

子どもの所属 中学生

相談の主な内容 進路の相談

初回相談方法 メール

主訴 受験に向けて気持ちを整えていきたい。

調整概要 本人からメールで相談が入る。自分がどうしても行きたいと思っている高

校があるが、友達や父親からその学校についてネガティブな話をされ、悩

んでいるという相談。本人の不安な気持ちや頑張りたい気持ちをメールの

やり取りの中で一つ一つ聴いていった。徐々に、口出しをしてくる保護者

への不満はあるが、一方で自分に自信が持てない等、本人から様々な思い

があふれてきた。受験に向けて気持ちを整えたいという本人の思いが出て

きたので、本人と一緒に気持ちを整えていく方法を一緒に考えていった。

このようなやりとりを繰り返すうちに本人の不安な気持ちは薄れ、徐々に

高校進学後のやりたいことなどの話にも展開し、最終的には、本人から「も

う大丈夫」「志望校の受験を頑張りたい」という意気込みが話されたため

終了となった。

受験する学校についてネガ

ティブなことを周りから言

われて不安になった。その

ことが頭からはなれない。

子ども本人

相談しやすい方法で、本人のペースに添いながら不安な気持ちを解消していく

方方針針

ⅡⅡ ５５ 事例紹介
※個人が特定できないよう、内容を変更し作成した架空の事例を紹介しています。 

相相談談受受付付

不安な気持ちがあるん

ですね。もう少し具体

的に聴いてもいいです

か？

はい。このままメールのや

りとりでもいいですか？

もちろん、相談しやすい

方法で大丈夫ですよ。

📨📨 
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ままととめめ

子ども本人

子ども本人

不安になった時の気持ちを整え

ていく方法を一緒に考えてみま

しょう。たとえば・・・。

私が進学したい学校には嫌な

先輩がいると友達が言う。お

父さんも大学進学のためにも

っと勉強に力をいれた学校の

方がいいと言ってきた。頑張

ろうと思ってるのに。

いつも自信がなくて。だから人

の言うことが気になるのかも。

今回の受験も不安だけど志望校

を変えたくない。受験に向けて

気持ちを整えたいです。

 

大丈夫ですよ。自分の気持ち

をなんでも話してください

ね。

メメ
ーー
ルル
でで
のの
やや
りり
とと
りり
をを
繰繰
りり
返返
すす

受験の悩みが主だが、回を重ねるごとに今まで溜めていた様々な気持ちが吐き出
された。メールでのやりとりがちょうどよいとのことで、本人が不安になった時
などに不定期にメールが届いた。本人からのメールに丁寧に応えながらやりとり
を重ねていった。

頑張ろうと思う気持ち、素敵で

すね。お友達とお父さんはどう

してそう言ってるのでしょう。

お父さんが正論ばかり言ってく

る。むかつく。こんな内容でも

メールしていいのかな・・・。

 

友達もお父さんも心配してくれ

てるのかも。でも、言い方が強

くて、たまにモヤモヤする。

今は応援してほしかったです。

自分が合格できるか不安だし。

そういう気持ちなんですね。ど

んな風に声をかけてもらいたか

ったですか？

応援しています。また

いつでも相談してくだ

さい。

 

試してみました。最近自分なり

に気分転換しています。 

受験を頑張って、部活や

自分のしたいことに挑戦

していきます。

 

高校に入ったら部活にも入りた

い。イメチェンとかもしたい。

 

自分にあった整え方が見つか

ってよかったです。

子ども本人

📨📨 

子ども本人

メメーールル
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相相談談例例②② 不不登登校校のの子子どどももにに寄寄りり添添っったたケケーースス

相談者 本人

子どもの所属 小学生

相談の主な内容 学校に行きたくない気持ちがありつらい

初回相談方法 電話

主訴 つらい気持ちをどうにかしたい。

調整概要 本人の母から電話が入り、子どもが学校に行くのがつらそうなので気持ち

を聴いてほしいとの相談。後日、親子で相談室に来所。初回面談は、本人

が緊張している様子だったので、ゲームやたわいもない話をして緊張をほ

ぐした。 回目以降の面談では、自分の気持ちを遊びながら話すカードゲ

ームを用いて、子が少しずつ気持ちを話すようになった。相談員は本人の

ペースに寄り添いつつ気持ちを聴いていった。本人からは、「なぜ学校に

行きたくないのか自分でもわからないから、どうして？と周りからきかれ

ると苦しい」「みんなの前で発表するのが嫌だ」との気持ちの吐露があっ

た。本人の了承を得て本人の気持ちや考えを保護者と共有した。本人と相

談員は電話やメールでやりとりを続け、気持ちの整理をしていった。現在、

学校の支援を受けながら本人は無理のないペースで通学を続けている。相

談室は引き続き見守りを続けている。

本本
人人
とと
面面
談談

子どもが学校へ行くのがつらそう。

子どもの話を聴いてほしい。
現在のお子さんの様子を伺いた

いです。

子ども本人

電電

話話

いろんなゲームがあるね。

カードゲームがやりたい。

よく来てくれました。

あなたのペースで大丈夫、

ゲームなどをして楽しい時間を

過ごしましょう。

面面談談

保護者

母母
とと
面面
談談

保護者

子に学校へ行くように強く言

ってしまいます。子どもにど

う接したらいいかわからな

い。

（母の気持ちを聴き、母のがんばり

を労う。）相談室では楽しい時間を

過ごせるようにして、お子さんのペ

ースで気持ちを聴いていきます。

面面談談

電電話話
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子どものペースで気持ちを聴き、一緒に解決方法を考える

方方針針

どうして学校に行きたくないの

ときかれるのが嫌だ。みんなの

前で発表するのが嫌だ。

お母さんにあなたの気持

ちを伝えてもいいかな？

本本
人人
とと
面面
談談

いいよ。

ままととめめ

（気持ちを話してくれたこと

に寄り添い聴いていく。）

母母
とと
面面
談談

面面談談

面面談談

子ども本人

保護者

（母にお子さんの気持ちを伝

える。）そうだったのですね。この子のペ

ースに合わせて対応できるように

します。

子どもが望む方法で楽しい時間を過ごし、子どもが話したくなるのを待ち、子どもの

ペースで関わっていくことで、子どもが徐々に気持ちを話してくれるようになってい

った。気持ちを吐き出すことができ、母にも気持ちをわかってもらえたことで、表情

が柔らかくなっている等の変化が見られるようになった。無理のないペースで通学を

続けていて、相談室で見守りを継続している。 
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母 

 

相相談談例例③③ 教教職職員員のの対対応応にに対対ししてて、、学学校校訪訪問問しし調調整整ししたたケケーースス

相談者 母

子どもの所属 小学生

相談の主な内容 学校教職員の対応

初回相談方法 面談

主訴 担任の対応が不適切で、子どもが萎縮している。

調整概要 母が直接相談室に来所する。担任から不特定多数の子どもに対して行き過

ぎた指導や理不尽と思われる対応があり、子どもたちが萎縮しているとい

った相談。特に相談者の子どもは繊細な性格で、どのように対応してよい

のか分からなくなることが多い。子どもが担任に質問しても、「６年生で

しょ。そんなことは自分で判断しなさい。」などと、明確に答えてくれな

いところに不安を感じている。父は、担任に申し入れることで、学校側に

特定され、子どもに不利益になるのではないかと心配している。後日、子

どもと保護者で面談を行い、個人を特定できないように配慮したうえで、

オンブズが校長に子どもの気持ちを伝えることとなった。校長との面談の

結果、校長は子どもの気持ちを受け止め、不安を取り除くように、担任と

改善策を協議するという話があった。オンブズから、校長との面談内容を

子どもに報告し、子どもからは、「相談してよかった。」「気持ちが楽にな

りました。」という話があった。「何かあれば、また相談に来てください。」

と伝え、相談を終了した。

子子
どど
もも
とと
母母
とと
面面
談談
①①

担任の行き過ぎた指導や理不尽な対応

がひどくて困っています。
そうなんですね。それはお困

りですね。お子さんの話も聞

ければと思います。

子ども本人

面面

談談

相相談談受受付付

宿題を忘れた子はレクリエーションの

時間を勉強にあてるように、担任から

言われて、その子達はレクリエーショ

ンに参加できずに傷ついたそうです。

自分たちだけ参加できなか

ったのはつらかったでしょ

うね。

プリントをなくしたことを親から担任

に連絡してもらった。そしたら、親か

らではなく自分で言ってきなさいと担

任に怒られた。

怖くて、自分では言えな

かったんだね。辛かった

ね。

何度も怒られるけど、どこが悪いのか

説明もないから分からない。このまま

では学校へは行けない。

そうだよね。学校での生活

が落ち着かないことで、学

習への影響も心配ですね。

子どもたちが萎縮しているんです。
母 

面面談談①①  
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母 

子どもが、安心して登校できるように学校訪問・調整を実施

方方 針針

ままととめめ

電電

話話

面面談談②②  

他の子が叱られていても不安にな

る。気持ち悪くなるときもあるん

だ。
子ども本人

父親は、担任には伝えないといけ

ないと思うが、個人が特定される

と、進路選択の際に不利益にはな

らないかと心配しています。

お友達のことでも不安にな

るよね。担任以外で相談で

きる先生はいるのかな？

お子さんの将来を考えて、

苦慮されているんですね。

でも、担任には伝えたいと

いうお気持ちなのですね。

学学校校訪訪問問

担任の言動によって、子どもたちが萎

縮しているという相談があった。学校

は把握しているか。

担任はやる気のある元気な教

諭で、子どもたちから人気も

あるが、状況を確認する。

相談者の名前は出さないでほしいと

言われている。子どもの最善の利益

の観点からご対応をいただきたい。

承知した。改善すべき点が

あれば、そうしたい。

指導を受けている子だけではなく、

それを見聞きしている子も傷ついて

いるとの話もある。

指導される子だけでなく不安

に思ったり、不快に感じてい

る子どもがいると思うので、

しっかりと対応したい。

電電 話話

当該教諭に確認した。問題である

指導があったと認識し、指導し

た。本人も反省しており、改善方

法を検討中である。

子どもたちが安心して学校

生活を送れるように具体的

な対応を引き続き、お願い

する。

子ども本人

校長と話してきました。校長は、ちゃん

と対応して改善するとの話がありまし

た。

相談してすっきりしま

した。担任も穏やかに

なった気がする。オン

ブズに伝えてもらって

良かった。

子子
どど
もも
とと
母母
とと
面面
談談
②②

学学
校校
訪訪
問問

調調
整整

また、何かあれば相談してください。
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Ⅱ―６ 令和６年度相談活動のまとめ

１ 新規相談

小金井市子どもオンブズパーソンは、令和４年９月の開設以来、子どもが直接相談できる

場所ということだけではなく、「子どもにとってどうすることが一番良いのか」を第一に考えて

運営してきました。令和６年度 令和６年４月 日から令和７年３月３１日まで の新規相談は、

４８件で、本市の人口規模からみて一定の水準を維持しています。このうち、子どもからの

相談が２６件で、おとなからの相談が２２件でした。子どもからの相談の２６件のうち、１９件

が小学生からで、７件が中学生からでした。

初回の相談方法として特徴的なのが、予約なしでの来所面談が 件（３１．２％）で、この

うち１１件（２２．９％）が子どもからの相談だったことです 表―２相談方法別件数、 ２５ 。令

和５年度も予約なしの来所面談が、全体の３割を占めていたことから、小金井市子どもオン

ブズパーソン相談室が相談しやすい場所と認識されていると考えられます。

また、「相談者別・月別新規相談件数（表―１、 ２４）」でみると、６月、１０月、１月、５月の順

に相談件数が多くなっています。これは、小学校６年生を対象にした、子どもオンブズパーソ

ンによる権利学習や市立小学校での朝礼への参加をはじめ、市内全小学校、中学校、高校

等への機関紙や啓発カードの配布を行った時期と概ね一致しています。

「相談対象となる子どもの所属 表―３、 ６ 」でみると、中学生を対象とした相談は、１２

件（２５％）と、令和５年度の１５件（２６．３％）とほぼ同じ割合となり、昨年度同様、高水準を

保っています。

子どもたちが、子どもオンブズパーソンによる権利学習や朝礼で直接的に接する機会を

得ることで、相談室をより身近に感じることができるとともに、定期的に機関紙などの広報・

啓発の物品を手にすることで、子どもたちが直接相談することができる場所としての認知が

深まっていると思います。これからも、子どもが相談しようと思えて、実際に相談しやすい、

子どもオンブズパーソン相談室となるように普及活動に努めてまいります。

２ 相談に対する活動状況

子どもオンブズパーソンでは、「子どもを問題解決の主体と捉え、子ども自身の気持ちを

尊重し、子どもとともに解決方法を考えること」を相談・救済活動の基本としています。この

ため、子どもたちには、電話やメール、手紙だけではなく、可能であれば直接話を聴かせて

欲しいと働きかけてきました。

令和６年度、はじめから直接子どもとつながることができたのは、「相談者別・月別新規相

談件数（表―１、 ２４）のとおり、５４ ． １％でした。おとなからの相談であっても、直接子ども

から話を聞くことを相談の基本姿勢としているため、積極的に子どもとつながることができ

るよう努めています。その結果、子どもと直接つながることができた割合 図―３、 ２６ は、

４８件中 件、７０．８％で、昨年度（７５．４％）に続き、７割以上の子どもとつながることが

できました。

「手段別活動回数（表―７、 ３０）」において、「面談」での相談は、子どもが２４回で、おと

なが１３回でした。「電話」での相談は、子どもが１８回で、おとなが６２回でした。令和５年度

に続き、面談は子どもが多く、電話はおとなが多くなっています。「メール」による相談では、

子どもが２９回で、令和５年度の９２回から比較すると７割ほど減少しました。一方おとなは５

５回で、令和５年度の２８回から倍近く増加しました。子どもとの「メール」の回数の減少は、

年間をとおしてメールでやりとりをしたケースが終結したことや、相談方法が、メールから面

談に変わったケースが複数あったためであると考えられます

このほか、令和６年度の活動状況において、「月別の新規相談件数と活動回数（表―５、

２８）」をみると、活動回数が最も少ない月で８回、最も多い月で３３回となっています。年

間の活動回数は２３１回で、令和５年度の４５５回と比較すると減少していますが、令和５年

度は、継続的にメールでやりとりしたケースが複数あったほか、親に対して長期間寄り添う

必要があるケースが複数ありました。令和６年度においても、１つ１つの活動を相談者に寄り

添いながら丁寧に対応してきました。

３ 相談内容

令和６年度の相談項目の内訳について（図―４、図―５、 ２７）、「対人関係」は、７件中７

件、「学習・進路」は、５件中５件が子どもからの相談でした。「心と身体の悩み」は、５件中４

件が子どもからで、１件がおとなからでした。「自分の考え・気持ちを表す場」は、４件中３件

が子どもからで、１件がおとなからの相談でした。一方「学校教職員の対応」の１３件のうち、

９件がおとなからで、４件が子どもからでした。「行政の対応」については、５件中５件ともお

となからの相談でした。

令和６年度は、１２項目の相談がありました。その中で、子どもからの相談は、対人関係や

自分の気持ち、学習進路など、身近な困りごとについての相談が多く寄せられました。これ

は、子どもオンブズパーソンが、学校の権利学習などで「どんなことでも相談していいよ」と、

子どもたちに繰り返し丁寧に伝えてきた成果だと思われます。おとなからの相談は、学校教

職員の対応や行政の対応などが多く、令和４年度・５年度に続き、「学校問題」の相談が多い

傾向が見られました。

４ 課題など

令和６年度は、令和５年度に続き幅広い世代より相談が寄せられました。中学生からの相

談は、全体の２５％の１２件でした。一方で、高校世代からの相談は、 件（４．１％）で、令和５

年度の６件（１０ ． ５％）から減少しました。

小学生からの相談は、年間で３１件（６４．５％）でした。そのうち高学年からの相談が２２

件で、低学年が６件、学年不明が３件となっています。

未就学児の相談は３件でした。子どもオンブズパーソンの認知度を高めるためにも、でき

るだけ幅広い世代へ直接アプローチをする啓発活動を実施していく必要があると認識して

います。子どもが、自らの「困った」を気兼ねなく話すことができる相談室となるように、子ど

も自身の気持ちを中心においた相談活動を大切にしていきます。
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おわりに

弁護士として、いじめの予防授業を担当したり、少年事件を扱う中でお声がけいただい

て「小金井市子どもオンブズパーソン」に就任した日から、早いもので３年が経ちました。

右も左も分からずに走り続けてきましたが、子ども達に直接権利の授業を通じて接した

り、市内の小学校の朝礼などに呼んでいただく機会も増えました。

朝礼では、オンブズパーソンについて５分程度でコンパクトに分かりやすく説明をすると

いうミッションをいただきます。このミッションには「オンブズのすごいところ３選！」等と題

して、以下のような説明をしています。

まず１つ目は「オンブズパーソンは、みんなのじっくり話を聞くところ！」。

他の機関は親が最初の相談者となることが多い一方で、子ども自身が気軽に、じっくり

相談できることこそがオンブズの特徴であり、アピールポイントです。

２つ目のすごいところは、「相談はひみつにするし、名前も言わなくてもいいところ！」。

この点は、私達おとなであっても相談したこと自体を人に言われたくないと思う場合があ

ると思います。子どもも実際、ずっと名前も言わないでニックネームを使って相談を続けて

くれている子もいます。安心して相談することに繋がっているようです。

そして最後の３つ目は、「オンブズパーソンがみんなのかわりに話をしにいけるところ！」

です。子ども達が望む場合には実際にみんなの声を関係者に届けることができるんだよ、

というのは、子ども達からも新鮮な驚きをもって受け止めてもらえる点です。

今後も、じっくりと安心できる環境で子ども達に寄り添うことができているのか、振り返

りながら、子ども達への説明と実態が乖離しないように、ひとつひとつの相談を大切にして

子ども達に寄り添っていきたいと思っています。

子どもオンブズパーソン 村井 朗子
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42 

小金井市子どもの権利に関する条例
平成２１年３月１２日制定

目次

前文

第１章 総則（第１条―第５条）

第２章 子どもにとって大切な権利（第６条―第

１１条）

第３章 家庭、育ち学ぶ施
し

設
せつ

および地域における

子どもの権利の保障（第１２条―第１４

条）

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進（第

１５条）

第５章 子どもの権利の侵
しん

害
がい

に関する相談と救済

（第１６条）

第６章 雑則（第１７条）

付則

前文

子どもは、愛情をもって自分のことを考え、接し

てほしいと願っています。子どもは、成長の過程で

間
ま

違
ちが

い誤ることもあります。そんなときも、愛情を

もって教え導かれ、見守りはぐくまれることで、自

分自身のことを大切に思い、安心して成長すること

ができます。

子どもは、自分の意思を伝え、受け止められるこ

とを願っています。どんなに小さい子どもでも、自

分の意思を伝えようといろいろな方法で表現してい

ます。それらを真
しん

剣
けん

に受け止めてくれる相手がいる

ことで、他者の意思を受け止め、思いやるように成

長することができます。

子どもは、より良い環
かん

境
きょう

で育ち育てられることを

願っています。安心して過ごすことができる相手や

時間や空間が保障されることで、経験を成長にいか

すことができます。自分の言いたいこと、考えてい

ることを自由に表現できる環
かん

境
きょう

が確保されること

で、他者の考えに気付くように成長することができ

ます。

このように、子どもは、愛情をもって育てられる

ことで自分の意思を持ち、それを自由に表現できる

環
かん

境
きょう

があることで、他者と共に生活していることに

気付きます。そして、他者と共に平和な暮らしを創
つく

り出すことが大切に思えるように成長することがで

きます。「愛情」「意思」「環
かん

境
きょう

」は密接に関連し合い

ながら、おとなへと成長していく子どもを支えてい

るのです。また、「愛情」「意思」「環
かん

境
きょう

」は、おとな、

そして社会全体にとっても必要です。

「愛情」「意思」「環
かん

境
きょう

」が尊重され、安心して生

き生きと暮らしていくために、そして「愛情」「意思」

「環
かん

境
きょう

」を願い求める子どもの権利が保障される社

会にしていくために、ここに条例を制定します。

第１章 総則

（条例が目指すこと）

第１条 この条例は、おとなと同じように子どもが

権利の主体であるということにもとづいて、子ど

もにとって大切な権利を、子どもにもおとなにも

はっきり分かるようにします。子どもは、その年齢
ねんれい

や成長に応じ、おとなとのかかわりや子どもどう

しのかかわり合いの中から、互
たが

いの権利の尊重、

社会での役割や責任などを学び、権利を実現して

いく力を培
つちか

っていくのです。子どもが生き、暮ら

し、活動する場で、市や市民その他の人たちが何

をしたらよいかを定めることにより、子どもの権

利の保障を図り、すべての子どもが生き生きと健

やかに安心して暮らせるまち小金井をつくること

を目指します。

（この条例で使われることばの意味、内容）

第２条 この条例で使われている次のことばの意味

は、それぞれのことばのあとに説明されていると

おりです。

⑴ 子ども １８歳
さい

未満の市民や市とのかかわり

を持っている人

⑵ 親等 親と、親にかわって子どもを育ててい

る人

⑶ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

子どもが育ち、学び、入所し、

通い、使用する施
し

設
せつ

⑷ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者 育ち学ぶ施
し

設
せつ

をつく

った人、管理する人、そこで働く人

（人権の尊重）

第３条 子どもとおとなは、日本国憲法が保障する

基本的人権を尊重し、命をいつくしむとともに、

人を思いやる心を持つように努力します。また、

自分の人権だけでなく、他者の人権についても正

しく理解し、互
たが

いの人権を尊重しなければなりま

せん。

（みんなが果たさなければいけないこと）

第４条 おとなは、子どもが権利の主体であること

を十分理解し、その権利を保障するようにしなけ
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ればなりません。

２ おとなは、子どもにとって最もためになること

を第一に考えて、子どもの年
ねん

齢
れい

と心身の成長にふ

さわしい支
し

援
えん

を行うようにしなければなりません。

３ 子どもは、自分が権利の主体として大切にされ

ることと、だれもが同じように権利を持っている

こととを十分理解した上で、他者を思いやり、互
たが

いの権利を尊重しなければなりません。

４ 市は、子どもの権利を大切にし、市の計画や事

業の中で子どもの権利が守られるようにしなけれ

ばなりません。

（子どもの権利の普
ふ

及
きゅう

）

第５条 市は、子どもの権利について市民に広く知

らせます。そして、子どもの権利について市民の

理解を深めるための機会をできるだけたくさんつ

くります。

２ 市は、家庭、学校、地域で、子どもが自分や他者

の権利についての学習などを積極的に行えるよう、

その条件をできるだけ整えます。

３ 市は、育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者や、広くおとなに

対し、子どもの権利についての理解がより深まる

よう、研修の機会などをできるだけ提供します。

４ 市は、子どもや市民が子どもの権利についての

自主的な学習などを行うとき、できるだけ力を貸

してその活動を助けます。

第２章 子どもにとって大切な権利

（子どもの大切な権利）

第６条 この章に定める権利は、すべての子どもが

かけがえのないひとりの人間として生きていくた

めに、特に大切な権利として保障されなければな

りません。ただし、年齢
ねんれい

や発達に応じて、それにふ

さわしい配慮
はいりょ

がされなければなりません。

（安心して生きる権利）

第７条 子どもは、家庭や社会の中で、ひとりの人

間として尊重され、安全に、そして愛情に包まれ

て安心して生きることができます。そのためには、

主に次の権利が保障されなければなりません。ま

た、その権利を侵
おか

すような行為
こ う い

を行ってはなりま

せん。

⑴ 命が守られ、何ものにもかえられないものと

して大切にされること。

⑵ いじめ、差別、暴力を受けず、放っておかれ

ないこと。

⑶ 健康について気づかわれ、適切な医
い

療
りょう

が受け

られること。

⑷ 愛情と理解をもって大切に育てられ、年
ねん

齢
れい

や

成長にふさわしい環
かん

境
きょう

で生活できること。

（自分らしく生きる権利）

第８条 子どもは、その人格が尊重され、自分らし

く生きることができます。そのためには、主に次

の権利が保障されなければなりません。ただし、

権利を使うことによって、他者の権利を侵
おか

すよう

な行為
こ う い

を行ってはなりません。

⑴ 個性や他者との違
ちが

いが尊重されること。

⑵ プライバシーが守られること。

⑶ 安心できる場所で自分を休ませる時間を持て

ること。

⑷ 自分の気持ちや思っていることが大切にされ、

それをいろいろな方法で表すこと。

（ゆたかに育つ権利）

第９条 子どもは、いろいろなことを身につけ自分

をゆたかにしながら、育つことができます。その

ためには、主に次の権利が保障されなければなり

ません。ただし、権利を使うことによって、他者

の権利を侵
おか

すような行為
こ う い

を行ってはなりません。

⑴ 学ぶこと。

⑵ 遊ぶこと。

⑶ 文化、芸術、スポーツに親しむこと。

⑷ 仲間をつくり、何かのために集まること。

⑸ 自然に親しむこと。

⑹ 必要な情報を手に入れたり、利用したりでき

ること。

⑺ 社会に貢献
こうけん

する活動に参加すること。

（意見を表明する権利）

第１０条 子どもは、自分と関係が深いことがらに

ついて、自分の考えや意見をはっきり表すことが

できます。そのためには、主に次の権利が保障さ

れなければなりません。ただし、権利を使うこと

によって、他者の権利を侵
おか

したり、信用を傷つけ

たり、公の秩序
ちつじょ

に反してはなりません。

⑴ 考えや意見を十分に表すことのできる機会が

大切にされること。

⑵ 考えや意見が、その人の年
ねん

齢
れい

や成長にふさわ

しい形で尊重されること。

（支
し

援
えん

を受ける権利）

第１１条 子どもは、困ったり、つらい気持ちにな

ったりしたとき、また、他者に迷惑
めいわく

をかけたとき、

市や周りの人たちから、適切な支
し

援
えん

を受けること
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小金井市子どもの権利に関する条例
平成２１年３月１２日制定

目次

前文

第１章 総則（第１条―第５条）

第２章 子どもにとって大切な権利（第６条―第

１１条）

第３章 家庭、育ち学ぶ施
し

設
せつ

および地域における

子どもの権利の保障（第１２条―第１４

条）

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進（第

１５条）

第５章 子どもの権利の侵
しん

害
がい

に関する相談と救済

（第１６条）

第６章 雑則（第１７条）

付則

前文

子どもは、愛情をもって自分のことを考え、接し

てほしいと願っています。子どもは、成長の過程で

間
ま

違
ちが

い誤ることもあります。そんなときも、愛情を

もって教え導かれ、見守りはぐくまれることで、自

分自身のことを大切に思い、安心して成長すること

ができます。

子どもは、自分の意思を伝え、受け止められるこ

とを願っています。どんなに小さい子どもでも、自

分の意思を伝えようといろいろな方法で表現してい

ます。それらを真
しん

剣
けん

に受け止めてくれる相手がいる

ことで、他者の意思を受け止め、思いやるように成

長することができます。

子どもは、より良い環
かん

境
きょう

で育ち育てられることを

願っています。安心して過ごすことができる相手や

時間や空間が保障されることで、経験を成長にいか

すことができます。自分の言いたいこと、考えてい

ることを自由に表現できる環
かん

境
きょう

が確保されること

で、他者の考えに気付くように成長することができ

ます。

このように、子どもは、愛情をもって育てられる

ことで自分の意思を持ち、それを自由に表現できる

環
かん

境
きょう

があることで、他者と共に生活していることに

気付きます。そして、他者と共に平和な暮らしを創
つく

り出すことが大切に思えるように成長することがで

きます。「愛情」「意思」「環
かん

境
きょう

」は密接に関連し合い

ながら、おとなへと成長していく子どもを支えてい

るのです。また、「愛情」「意思」「環
かん

境
きょう

」は、おとな、

そして社会全体にとっても必要です。

「愛情」「意思」「環
かん

境
きょう

」が尊重され、安心して生

き生きと暮らしていくために、そして「愛情」「意思」

「環
かん

境
きょう

」を願い求める子どもの権利が保障される社

会にしていくために、ここに条例を制定します。

第１章 総則

（条例が目指すこと）

第１条 この条例は、おとなと同じように子どもが

権利の主体であるということにもとづいて、子ど

もにとって大切な権利を、子どもにもおとなにも

はっきり分かるようにします。子どもは、その年齢
ねんれい

や成長に応じ、おとなとのかかわりや子どもどう

しのかかわり合いの中から、互
たが

いの権利の尊重、

社会での役割や責任などを学び、権利を実現して

いく力を培
つちか

っていくのです。子どもが生き、暮ら

し、活動する場で、市や市民その他の人たちが何

をしたらよいかを定めることにより、子どもの権

利の保障を図り、すべての子どもが生き生きと健

やかに安心して暮らせるまち小金井をつくること

を目指します。

（この条例で使われることばの意味、内容）

第２条 この条例で使われている次のことばの意味

は、それぞれのことばのあとに説明されていると

おりです。

⑴ 子ども １８歳
さい

未満の市民や市とのかかわり

を持っている人

⑵ 親等 親と、親にかわって子どもを育ててい

る人

⑶ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

子どもが育ち、学び、入所し、

通い、使用する施
し

設
せつ

⑷ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者 育ち学ぶ施
し

設
せつ

をつく

った人、管理する人、そこで働く人

（人権の尊重）

第３条 子どもとおとなは、日本国憲法が保障する

基本的人権を尊重し、命をいつくしむとともに、

人を思いやる心を持つように努力します。また、

自分の人権だけでなく、他者の人権についても正

しく理解し、互
たが

いの人権を尊重しなければなりま

せん。

（みんなが果たさなければいけないこと）

第４条 おとなは、子どもが権利の主体であること

を十分理解し、その権利を保障するようにしなけ
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ればなりません。

２ おとなは、子どもにとって最もためになること

を第一に考えて、子どもの年
ねん

齢
れい

と心身の成長にふ

さわしい支
し

援
えん

を行うようにしなければなりません。

３ 子どもは、自分が権利の主体として大切にされ

ることと、だれもが同じように権利を持っている

こととを十分理解した上で、他者を思いやり、互
たが

いの権利を尊重しなければなりません。

４ 市は、子どもの権利を大切にし、市の計画や事

業の中で子どもの権利が守られるようにしなけれ

ばなりません。

（子どもの権利の普
ふ

及
きゅう

）

第５条 市は、子どもの権利について市民に広く知

らせます。そして、子どもの権利について市民の

理解を深めるための機会をできるだけたくさんつ

くります。

２ 市は、家庭、学校、地域で、子どもが自分や他者

の権利についての学習などを積極的に行えるよう、

その条件をできるだけ整えます。

３ 市は、育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者や、広くおとなに

対し、子どもの権利についての理解がより深まる

よう、研修の機会などをできるだけ提供します。

４ 市は、子どもや市民が子どもの権利についての

自主的な学習などを行うとき、できるだけ力を貸

してその活動を助けます。

第２章 子どもにとって大切な権利

（子どもの大切な権利）

第６条 この章に定める権利は、すべての子どもが

かけがえのないひとりの人間として生きていくた

めに、特に大切な権利として保障されなければな

りません。ただし、年齢
ねんれい

や発達に応じて、それにふ

さわしい配慮
はいりょ

がされなければなりません。

（安心して生きる権利）

第７条 子どもは、家庭や社会の中で、ひとりの人

間として尊重され、安全に、そして愛情に包まれ

て安心して生きることができます。そのためには、

主に次の権利が保障されなければなりません。ま

た、その権利を侵
おか

すような行為
こ う い

を行ってはなりま

せん。

⑴ 命が守られ、何ものにもかえられないものと

して大切にされること。

⑵ いじめ、差別、暴力を受けず、放っておかれ

ないこと。

⑶ 健康について気づかわれ、適切な医
い

療
りょう

が受け

られること。

⑷ 愛情と理解をもって大切に育てられ、年
ねん

齢
れい

や

成長にふさわしい環
かん

境
きょう

で生活できること。

（自分らしく生きる権利）

第８条 子どもは、その人格が尊重され、自分らし

く生きることができます。そのためには、主に次

の権利が保障されなければなりません。ただし、

権利を使うことによって、他者の権利を侵
おか

すよう

な行為
こ う い

を行ってはなりません。

⑴ 個性や他者との違
ちが

いが尊重されること。

⑵ プライバシーが守られること。

⑶ 安心できる場所で自分を休ませる時間を持て

ること。

⑷ 自分の気持ちや思っていることが大切にされ、

それをいろいろな方法で表すこと。

（ゆたかに育つ権利）

第９条 子どもは、いろいろなことを身につけ自分

をゆたかにしながら、育つことができます。その

ためには、主に次の権利が保障されなければなり

ません。ただし、権利を使うことによって、他者

の権利を侵
おか

すような行為
こ う い

を行ってはなりません。

⑴ 学ぶこと。

⑵ 遊ぶこと。

⑶ 文化、芸術、スポーツに親しむこと。

⑷ 仲間をつくり、何かのために集まること。

⑸ 自然に親しむこと。

⑹ 必要な情報を手に入れたり、利用したりでき

ること。

⑺ 社会に貢献
こうけん

する活動に参加すること。

（意見を表明する権利）

第１０条 子どもは、自分と関係が深いことがらに

ついて、自分の考えや意見をはっきり表すことが

できます。そのためには、主に次の権利が保障さ

れなければなりません。ただし、権利を使うこと

によって、他者の権利を侵
おか

したり、信用を傷つけ

たり、公の秩序
ちつじょ

に反してはなりません。

⑴ 考えや意見を十分に表すことのできる機会が

大切にされること。

⑵ 考えや意見が、その人の年
ねん

齢
れい

や成長にふさわ

しい形で尊重されること。

（支
し

援
えん

を受ける権利）

第１１条 子どもは、困ったり、つらい気持ちにな

ったりしたとき、また、他者に迷惑
めいわく

をかけたとき、

市や周りの人たちから、適切な支
し

援
えん

を受けること
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ができます。

第３章 家庭、育ち学ぶ施
し

設
せつ

および地域における子

どもの権利の保障

（家庭での子どもの権利の保障）

第１２条 親等は、子どもの健やかな成長のために、

最も重い責任と義務を負っています。

２ 親等は、育てている子どもが権利を主張したり、

使ったりするとき、子どもがどれくらいできるか、

どれくらい成長しているかをよく考えて、助言を

し、教え導くなど、支
し

援
えん

する必要があります。その

際、親等は、子どもにとって最もためになること

を第一に考えなければなりません。

３ 親等は、育てている子どもに対して、虐
ぎゃく

待
たい

など、

子どもの権利を侵
おか

すような行
こう

為
い

を行ってはなりま

せん。

４ 親等は、子どもを育てることに関して、市から

必要な情報や支
し

援
えん

を受けることができます。

（育ち学ぶ施
し

設
せつ

での子どもの権利の保障）

第１３条 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、子どもの権利

を保障しながら、子どもが自分自身の力で、育っ

たり、学んだりできるよう支
し

援
えん

しなければなりま

せん。その際、育ち学ぶ施設
し せ つ

の関係者の責任にお

いて、子どもにとって最もためになることを第一

に考えるものとします。

２ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、障がいのある子ども

に配
はい

慮
りょ

し、その子どもができる限り力を出せるよ

う、適切な支
し

援
えん

を特に行わなければなりません。

３ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、その施
し

設
せつ

で事故など

がおこらないようにいつも心がけるとともに、子

どもの安心と安全のための体制を整え、それを保

つよう努力しなければなりません。

４ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、子どもに対して、虐
ぎゃく

待
たい

や体
たい

罰
ばつ

など、子どもの権利を侵
おか

すような行
こう

為
い

を

行ってはなりません。

５ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、育ちや学びに関する

情報をできるだけ提供するとともに、施
し

設
せつ

での活

動について子どもや市民に説明する責任を果たさ

なければなりません。

６ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、子ども本人に関する

書類などを、適切に管理し取り扱
あつか

わなければなり

ません。

７ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、親等、市、関係機関、

関係団体と、互
たが

いに連絡
れんらく

し協力し合い、子どもの

権利が保障されるよう努力しなければなりません。

（地域での子どもの権利の保障）

第１４条 市民は、地域の中で、子どもの権利が保

障され、子どもが健やかに成長できるよう努力し

なければなりません。

２ 市民は、地域の中で、子どもにとって安心かつ

安全な環
かん

境
きょう

を整え、それを保つよう努力しなけれ

ばなりません。

３ 市民は、地域の中で、子どもが地域の一員とし

て参加できる機会をつくり、参加のための手助け

をするよう努力しなければなりません。

４ 市民は、第１項から第３項までのことを行うに

当たって、親等、市、育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者、関係

機関および関係団体と互
たが

いに連
れん

絡
らく

し協力し合うよ

う努力しなければなりません。

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進

第１５条 市は、子どもの権利が保障され、それが

いかされるまちが、市民にとってやさしいまちで

あるという考えにもとづいて、まちづくりを行う

よう努力します。

２ 市は、子どもが市政などに対して持つ考えや思

いを反映させる機会をつくるよう努力します。ま

た、市がつくった育ち学ぶ施
し

設
せつ

や子どもが利用す

る施
し

設
せつ

などで、子どもの意見がいかされるよう、

子どもの参加の機会をつくるよう努力します。

３ 市は、子どもに関する市の計画や対策が総合的

に行われるよう、市の組織を整えます。

第５章 子どもの権利の侵
しん

害
がい

に関する相談と救済

第１６条 子どもや親等は、市に対し、子どもの権

利の侵
しん

害
がい

について相談し、または権利の侵
しん

害
がい

から

救われるよう求めることができます。

２ 市は、子どもの権利の侵
しん

害
がい

に関する相談につい

て速やかに対応します。

３ 市は、子どもや親等から救済を求められたとき、

または子どもを救う必要があると判断したときは、

適切な措
そ

置
ち

をとります。その際には、関係機関や

関係団体と互
たが

いに連
れん

絡
らく

し協力し合います。

第６章 雑則

第１７条 この条例に定めるもののほかに必要な

事項
じ こ う

は、市長および教育委員会等が定めます。

付 則

この条例は、公布の日から施行
し こ う

します。
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小金井市子どもオンブズパーソン設

置条例
令和４年２月１７日制定

（設置）

第１条 小金井市子どもの権利に関する条例（平成

２１年条例第１１号）第１６条の規定に基づき、

子どもの権利の侵害に関する相談及び救済に取り

組み、もって子どもの権利を実現する文化及び社

会をつくるため、市長の附属機関として、小金井

市子どもオンブズパーソン 以下「オンブズパーソ

ン」という。 を置く。

（定義

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語

の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによ

る。

⑴ 子ども １８歳未満の者及びこれに準ずる

者として規則で定める者をいう。

⑵ 市の機関 市の執行機関をいう。

（職務の内容）

第３条 オンブズパーソンは、次の職務を行う。

⑴ 子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、必

要な助言及び支援を行うこと。

⑵ 子どもの権利の侵害に関する申立て又は自

己の発意に基づき、調査、調整、勧告等を行う

こと。

⑶ 子どもの権利に関する普及啓発を行うこと。

⑷ 前３号に掲げるもののほか、第１条の目的を

達成するために必要なこと。

（オンブズパーソン）

第４条 オンブズパーソンの定数は、３人以内とす

る。

２ オンブズパーソンは、人格が高潔で、子どもの

権利に関し優れた識見を有する者のうちから、市

長が委嘱する。

３ オンブズパーソンの任期は３年とし、再任を妨

げない。ただし、後任のオンブズパーソンの任期

は、前任者の残任期間とする。

４ オンブズパーソンは、それぞれ独立してその職

務を行い、必要に応じて合議により行う。

（解嘱）

第５条 市長は、オンブズパーソンが心身の故障の

ため職務の遂行に堪えないと認めるとき、又はオ

ンブズパーソンに職務上の義務違反その他オンブ

ズパーソンとしてふさわしくない行為があると認

めるときは、これを解嘱することができる。

２ オンブズパーソンは、前項の規定による場合を

除くほか、その意に反して解嘱されることがない。

（兼職の禁止

第６条 オンブズパーソンは、衆議院議員もしくは

参議院議員、地方公共団体の議会の議員もしくは

長又は政党その他の政治団体の役員と兼ねること

ができない。

２ オンブズパーソンは、前項に定めるもののほか、

公正かつ適正な職務の遂行に支障が生ずるおそれ

がある職業等と兼ねることができない。

（代表オンブズパーソン）

第７条 オンブズパーソンのうちから代表オンブズ

パーソン１人を置き、オンブズパーソンの互選に

より定める。

２ 代表オンブズパーソンは、オンブズパーソンを

代表し、会議を総理する。

３ 代表オンブズパーソンに事故があるとき、又は

代表オンブズパーソンが欠けたときは、オンブズ

パーソンのうちから代表オンブズパーソンがあら

かじめ指名する者がその職務を代理する。

（オンブズパーソンの責務）

第８条 オンブズパーソンは、職務を行うに当たっ

ては、子どもの権利を実現するために、子ども一

人一人に寄り添い、子ども自身の考えを尊重しな

がら、当該子どもにとって一番良い方法を子ども

と共に考えていくよう努めなければならない。

２ オンブズパーソンは、子どもの権利の侵害の早

期発見及び予防に努めなければならない。

３ オンブズパーソンは、専門性のある立場から公

正に職務を遂行しなければならない。

４ オンブズパーソンは、関係する市の機関等と連

携し、及び協力し、職務の円滑な遂行に努めなけ

ればならない。

５ オンブズパーソンは、子どもの権利に関する意

識を高めるための取組を積極的に行わなければな

らない。

６ オンブズパーソンは、その地位を政党又は政治

的目的のために利用してはならない。

７ オンブズパーソンは、職務上知り得た秘密を漏

らしてはならない。その職を退いた後も、また同

様とする。
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ができます。

第３章 家庭、育ち学ぶ施
し

設
せつ

および地域における子

どもの権利の保障

（家庭での子どもの権利の保障）

第１２条 親等は、子どもの健やかな成長のために、

最も重い責任と義務を負っています。

２ 親等は、育てている子どもが権利を主張したり、

使ったりするとき、子どもがどれくらいできるか、

どれくらい成長しているかをよく考えて、助言を

し、教え導くなど、支
し

援
えん

する必要があります。その

際、親等は、子どもにとって最もためになること

を第一に考えなければなりません。

３ 親等は、育てている子どもに対して、虐
ぎゃく

待
たい

など、

子どもの権利を侵
おか

すような行
こう

為
い

を行ってはなりま

せん。

４ 親等は、子どもを育てることに関して、市から

必要な情報や支
し

援
えん

を受けることができます。

（育ち学ぶ施
し

設
せつ

での子どもの権利の保障）

第１３条 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、子どもの権利

を保障しながら、子どもが自分自身の力で、育っ

たり、学んだりできるよう支
し

援
えん

しなければなりま

せん。その際、育ち学ぶ施設
し せ つ

の関係者の責任にお

いて、子どもにとって最もためになることを第一

に考えるものとします。

２ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、障がいのある子ども

に配
はい

慮
りょ

し、その子どもができる限り力を出せるよ

う、適切な支
し

援
えん

を特に行わなければなりません。

３ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、その施
し

設
せつ

で事故など

がおこらないようにいつも心がけるとともに、子

どもの安心と安全のための体制を整え、それを保

つよう努力しなければなりません。

４ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、子どもに対して、虐
ぎゃく

待
たい

や体
たい

罰
ばつ

など、子どもの権利を侵
おか

すような行
こう

為
い

を

行ってはなりません。

５ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、育ちや学びに関する

情報をできるだけ提供するとともに、施
し

設
せつ

での活

動について子どもや市民に説明する責任を果たさ

なければなりません。

６ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、子ども本人に関する

書類などを、適切に管理し取り扱
あつか

わなければなり

ません。

７ 育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者は、親等、市、関係機関、

関係団体と、互
たが

いに連絡
れんらく

し協力し合い、子どもの

権利が保障されるよう努力しなければなりません。

（地域での子どもの権利の保障）

第１４条 市民は、地域の中で、子どもの権利が保

障され、子どもが健やかに成長できるよう努力し

なければなりません。

２ 市民は、地域の中で、子どもにとって安心かつ

安全な環
かん

境
きょう

を整え、それを保つよう努力しなけれ

ばなりません。

３ 市民は、地域の中で、子どもが地域の一員とし

て参加できる機会をつくり、参加のための手助け

をするよう努力しなければなりません。

４ 市民は、第１項から第３項までのことを行うに

当たって、親等、市、育ち学ぶ施
し

設
せつ

の関係者、関係

機関および関係団体と互
たが

いに連
れん

絡
らく

し協力し合うよ

う努力しなければなりません。

第４章 子どもにやさしいまちづくりの推進

第１５条 市は、子どもの権利が保障され、それが

いかされるまちが、市民にとってやさしいまちで

あるという考えにもとづいて、まちづくりを行う

よう努力します。

２ 市は、子どもが市政などに対して持つ考えや思

いを反映させる機会をつくるよう努力します。ま

た、市がつくった育ち学ぶ施
し

設
せつ

や子どもが利用す

る施
し

設
せつ

などで、子どもの意見がいかされるよう、

子どもの参加の機会をつくるよう努力します。

３ 市は、子どもに関する市の計画や対策が総合的

に行われるよう、市の組織を整えます。

第５章 子どもの権利の侵
しん

害
がい

に関する相談と救済

第１６条 子どもや親等は、市に対し、子どもの権

利の侵
しん

害
がい

について相談し、または権利の侵
しん

害
がい

から

救われるよう求めることができます。

２ 市は、子どもの権利の侵
しん

害
がい

に関する相談につい

て速やかに対応します。

３ 市は、子どもや親等から救済を求められたとき、

または子どもを救う必要があると判断したときは、

適切な措
そ

置
ち

をとります。その際には、関係機関や

関係団体と互
たが

いに連
れん

絡
らく

し協力し合います。

第６章 雑則

第１７条 この条例に定めるもののほかに必要な

事項
じ こ う

は、市長および教育委員会等が定めます。

付 則

この条例は、公布の日から施行
し こ う

します。
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小金井市子どもオンブズパーソン設

置条例
令和４年２月１７日制定

（設置）

第１条 小金井市子どもの権利に関する条例（平成

２１年条例第１１号）第１６条の規定に基づき、

子どもの権利の侵害に関する相談及び救済に取り

組み、もって子どもの権利を実現する文化及び社

会をつくるため、市長の附属機関として、小金井

市子どもオンブズパーソン 以下「オンブズパーソ

ン」という。 を置く。

（定義

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語

の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによ

る。

⑴ 子ども １８歳未満の者及びこれに準ずる

者として規則で定める者をいう。

⑵ 市の機関 市の執行機関をいう。

（職務の内容）

第３条 オンブズパーソンは、次の職務を行う。

⑴ 子どもの権利の侵害に関する相談に応じ、必

要な助言及び支援を行うこと。

⑵ 子どもの権利の侵害に関する申立て又は自

己の発意に基づき、調査、調整、勧告等を行う

こと。

⑶ 子どもの権利に関する普及啓発を行うこと。

⑷ 前３号に掲げるもののほか、第１条の目的を

達成するために必要なこと。

（オンブズパーソン）

第４条 オンブズパーソンの定数は、３人以内とす

る。

２ オンブズパーソンは、人格が高潔で、子どもの

権利に関し優れた識見を有する者のうちから、市

長が委嘱する。

３ オンブズパーソンの任期は３年とし、再任を妨

げない。ただし、後任のオンブズパーソンの任期

は、前任者の残任期間とする。

４ オンブズパーソンは、それぞれ独立してその職

務を行い、必要に応じて合議により行う。

（解嘱）

第５条 市長は、オンブズパーソンが心身の故障の

ため職務の遂行に堪えないと認めるとき、又はオ

ンブズパーソンに職務上の義務違反その他オンブ

ズパーソンとしてふさわしくない行為があると認

めるときは、これを解嘱することができる。

２ オンブズパーソンは、前項の規定による場合を

除くほか、その意に反して解嘱されることがない。

（兼職の禁止

第６条 オンブズパーソンは、衆議院議員もしくは

参議院議員、地方公共団体の議会の議員もしくは

長又は政党その他の政治団体の役員と兼ねること

ができない。

２ オンブズパーソンは、前項に定めるもののほか、

公正かつ適正な職務の遂行に支障が生ずるおそれ

がある職業等と兼ねることができない。

（代表オンブズパーソン）

第７条 オンブズパーソンのうちから代表オンブズ

パーソン１人を置き、オンブズパーソンの互選に

より定める。

２ 代表オンブズパーソンは、オンブズパーソンを

代表し、会議を総理する。

３ 代表オンブズパーソンに事故があるとき、又は

代表オンブズパーソンが欠けたときは、オンブズ

パーソンのうちから代表オンブズパーソンがあら

かじめ指名する者がその職務を代理する。

（オンブズパーソンの責務）

第８条 オンブズパーソンは、職務を行うに当たっ

ては、子どもの権利を実現するために、子ども一

人一人に寄り添い、子ども自身の考えを尊重しな

がら、当該子どもにとって一番良い方法を子ども

と共に考えていくよう努めなければならない。

２ オンブズパーソンは、子どもの権利の侵害の早

期発見及び予防に努めなければならない。

３ オンブズパーソンは、専門性のある立場から公

正に職務を遂行しなければならない。

４ オンブズパーソンは、関係する市の機関等と連

携し、及び協力し、職務の円滑な遂行に努めなけ

ればならない。

５ オンブズパーソンは、子どもの権利に関する意

識を高めるための取組を積極的に行わなければな

らない。

６ オンブズパーソンは、その地位を政党又は政治

的目的のために利用してはならない。

７ オンブズパーソンは、職務上知り得た秘密を漏

らしてはならない。その職を退いた後も、また同

様とする。
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（市の機関の責務）

第９条 市の機関は、オンブズパーソンの職務の遂

行に関し、独立性を尊重するとともに、積極的に

協力し、及び援助しなければならない。

（全ての人の責務

第１０条 何人も、オンブズパーソンの職務の遂行

に関し、可能な限り協力するよう努めなければな

らない。

（相談及び申立て）

第１１条 何人も、オンブズパーソンに対し、全て

の子どもの権利の侵害に関する事項について相談

し、又は侵害を取り除くための申立てをすること

ができる。

２ オンブズパーソンは、相談又は申立てがあった

場合は、相談に応じ、又は申立てを受けなければ

ならない。

３ オンブズパーソンは、相談又は申立てがあった

事項が次の各号のいずれにも該当しないときは、

適切な機関に引き継ぐよう努めなければならない。

⑴ 市内に住所を有する子どもに係る事項

⑵ 市外に住所を有する子どもに係る事項であ

って、相談又は申立ての原因となった事実が市

内で生じたもの

４ オンブズパーソンは、相談又は申立ての継続支

援過程においてその対象となる者が子どもに該当

しなくなった場合は、適切な機関に引き継ぐよう

努めなければならない。

（調査

第１２条 オンブズパーソンは、申立てに係る事項

について調査をするものとする。ただし、当該申

立てが次の各号のいずれかに該当すると認める場

合は、この限りでない。

⑴ 判決、裁決等により確定した権利関係に関す

る事案又は裁判所において係争中の事案もしく

は法律に基づき不服申立ての審理中の事案に関

する申立てであるとき。

⑵ 議会に請願又は陳情を行っている事案であ

るとき。

⑶ オンブズパーソンの行為に関する申立てで

あるとき。

⑷ 第３項の同意が得られないとき。ただし、同

項ただし書の規定によるときを除く。

⑸ 重大な虚偽が含まれているものであるとき。

⑹ 前各号に掲げるもののほか、調査をすること

が明らかに適当でないとき。

２ オンブズパーソンは、前項に定めるもののほか、

子どもが子どもの権利の侵害を受けていると認め

るときは、自己の発意をもって当該権利の侵害の

事実について調査をすることができる。

３ オンブズパーソンは、申立てが当該申立てに係

る子ども又はその保護者以外の者から行われた場

合及び前項の規定による調査を行う場合は、当該

子ども又はその保護者の同意を得なければならな

い。ただし、当該子どもが置かれている状況を考

慮し、オンブズパーソンがその必要がないと認め

るときは、この限りでない。

４ オンブズパーソンは、第１項ただし書の規定に

より調査をしない場合は、申立てを行った者（以

下「申立人」という。）に対し、速やかに、理由を

付してその旨を通知しなければならない。

５ オンブズパーソンは、必要があると認めるとき

は、専門的又は技術的な事項について、専門機関

に対し、分析、調査又は鑑定等を依頼することが

できる。

（調査の中止等）

第１３条 オンブズパーソンは、調査を開始した後

においても、前条第１項各号のいずれかに該当す

ることとなったときは、調査を一時中止し、又は

打ち切ることができる。

２ オンブズパーソンは、調査を一時中止し、又は

打ち切ったときは、その旨の理由を付して、申立

人又は前条第３項の規定により同意を得た者（以

下「申立人等」という。）及び次条第１項の規定に

より通知した市の機関又は第１５条第１項後段の

規定により通知した市の機関以外のものに対し、

速やかに通知しなければならない。

（市の機関に対する調査等）

第１４条 オンブズパーソンは、市の機関に対し調

査を開始するときは、当該市の機関に対し、その

旨を通知するものとする。

２ オンブズパーソンは、調査のため必要があると

認めるときは、市の機関に対し、説明を求め、そ

の保有する文書その他の記録を閲覧し、もしくは

その提出を要求し、又は実地調査をすること（以

下「事実確認等」という。）ができる。

３ オンブズパーソンは、調査の結果必要があると

認めるときは、子どもの権利の侵害の是正のため

の調整（以下「調整」という。）を行うものとする。
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４ オンブズパーソンは、調査又は調整の結果につ

いて、申立人等及び市の機関に対し、速やかに通

知するものとする。ただし、調査又は調整の結果、

第１６条第４項の規定により通知する場合は、こ

の限りでない。

５ 事実確認等を求められた市の機関は、その要求

等に対して適切に対応しなければならない。

（市の機関以外のものに対する調査等）

第１５条 オンブズパーソンは、調査のため必要が

あると認めるときは、市の機関以外のものに対し、

必要な限度において、事実確認等について協力を

求めることができる。この場合において、調査を

開始するときは、オンブズパーソンは、当該市の

機関以外のものに対し、その旨を通知するものと

する。

２ オンブズパーソンは、調査の結果必要があると

認めるときは、市の機関以外のものに対し、調整

について協力を求めることができる。

３ オンブズパーソンは、調査又は調整の結果につ

いて、申立人等及び市の機関以外のものに対し、

速やかに通知するものとする。

（市の機関に対する勧告等）

第１６条 オンブズパーソンは、調査又は調整の結

果、子どもの権利の侵害を取り除くために必要が

あると認めるときは、関係する市の機関に対し、

是正その他必要な措置を講ずるよう勧告又は意見

表明（以下「勧告等」という。）をすることができ

る。

２ オンブズパーソンは、前項の規定により市の機

関に勧告等をしたときは、当該市の機関に対し、

是正その他必要な措置状況について、相当の期限

を付して報告を求めるものとする。

３ 市の機関は、第１項の規定による勧告等を受け

たときは、これを尊重し、是正等の措置を講ずる

とともに、指定された期限内にオンブズパーソン

に報告しなければならない。この場合において、

是正等の措置を講ずることができない特別な理由

があるときは、理由を付して報告しなければなら

ない。

４ オンブズパーソンは、第１項の規定により勧告

等をしたとき、及び前項の規定による報告があっ

たときは、その内容を申立人等に速やかに通知し

なければならない。

５ オンブズパーソンは、子どもの最善の利益を図

るために必要があると認めるときは、勧告等及び

第３項の規定による報告の内容について公表する

よう市長に求めることができる。

６ 市長は、前項の規定による求めがあったときは、

市民に公表するものとし、公表に当たっては、個

人情報の保護について十分な配慮をしなければな

らない。

（市の機関以外のものに対する要請等）

第１７条 オンブズパーソンは、市の機関以外のも

のが事実確認等もしくは調整に係る協力の求めに

応じないとき、又は調整に協力したにもかかわら

ず特別な理由なく是正のための取組を行っていな

いと認められるときは、市長に対し、当該市の機

関以外のものに対してこれらの求めに応じ、もし

くは是正その他必要な措置を講ずるよう要請又は

意見表明（以下「要請等」という。）を行うよう求

めることができる。

２ 市長は、前項の規定による求めがあったときは、

市の機関以外のものに対し、要請等を行うものと

する。

３ 要請等を受けた市の機関以外のものは、適切に

対応するよう努めるとともに、当該要請等への対

応状況について、可能な限り市長に報告するよう

努めるものとする。

４ 市長は、前項の規定による報告があったときは、

その内容をオンブズパーソンに報告するものとす

る。

５ オンブズパーソンは、第１項の規定により市長

に要請等を行うよう求めたとき、及び前項の規定

により市長から報告があったときは、その内容を

申立人等に速やかに通知しなければならない。

（活動状況の報告）

第１８条 オンブズパーソンは、毎年、その活動状

況について、市長に報告するとともに市民に公表

するものとする。

（委任）

第１９条 この条例の施行に関し必要な事項は、市

長が別に定める。
付 則
（施行期日）

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。
ただし、第１１条から第１８条までの規定は、公
布の日から起算して１年を超えない範囲内にお
いて規則で定める日から施行する。
（特別職の給与に関する条例の一部改正）略
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（市の機関の責務）

第９条 市の機関は、オンブズパーソンの職務の遂

行に関し、独立性を尊重するとともに、積極的に

協力し、及び援助しなければならない。

（全ての人の責務

第１０条 何人も、オンブズパーソンの職務の遂行

に関し、可能な限り協力するよう努めなければな

らない。

（相談及び申立て）

第１１条 何人も、オンブズパーソンに対し、全て

の子どもの権利の侵害に関する事項について相談

し、又は侵害を取り除くための申立てをすること

ができる。

２ オンブズパーソンは、相談又は申立てがあった

場合は、相談に応じ、又は申立てを受けなければ

ならない。

３ オンブズパーソンは、相談又は申立てがあった

事項が次の各号のいずれにも該当しないときは、

適切な機関に引き継ぐよう努めなければならない。

⑴ 市内に住所を有する子どもに係る事項

⑵ 市外に住所を有する子どもに係る事項であ

って、相談又は申立ての原因となった事実が市

内で生じたもの

４ オンブズパーソンは、相談又は申立ての継続支

援過程においてその対象となる者が子どもに該当

しなくなった場合は、適切な機関に引き継ぐよう

努めなければならない。

（調査

第１２条 オンブズパーソンは、申立てに係る事項

について調査をするものとする。ただし、当該申

立てが次の各号のいずれかに該当すると認める場

合は、この限りでない。

⑴ 判決、裁決等により確定した権利関係に関す

る事案又は裁判所において係争中の事案もしく

は法律に基づき不服申立ての審理中の事案に関

する申立てであるとき。

⑵ 議会に請願又は陳情を行っている事案であ

るとき。

⑶ オンブズパーソンの行為に関する申立てで

あるとき。

⑷ 第３項の同意が得られないとき。ただし、同

項ただし書の規定によるときを除く。

⑸ 重大な虚偽が含まれているものであるとき。

⑹ 前各号に掲げるもののほか、調査をすること

が明らかに適当でないとき。

２ オンブズパーソンは、前項に定めるもののほか、

子どもが子どもの権利の侵害を受けていると認め

るときは、自己の発意をもって当該権利の侵害の

事実について調査をすることができる。

３ オンブズパーソンは、申立てが当該申立てに係

る子ども又はその保護者以外の者から行われた場

合及び前項の規定による調査を行う場合は、当該

子ども又はその保護者の同意を得なければならな

い。ただし、当該子どもが置かれている状況を考

慮し、オンブズパーソンがその必要がないと認め

るときは、この限りでない。

４ オンブズパーソンは、第１項ただし書の規定に

より調査をしない場合は、申立てを行った者（以

下「申立人」という。）に対し、速やかに、理由を

付してその旨を通知しなければならない。

５ オンブズパーソンは、必要があると認めるとき

は、専門的又は技術的な事項について、専門機関

に対し、分析、調査又は鑑定等を依頼することが

できる。

（調査の中止等）

第１３条 オンブズパーソンは、調査を開始した後

においても、前条第１項各号のいずれかに該当す

ることとなったときは、調査を一時中止し、又は

打ち切ることができる。

２ オンブズパーソンは、調査を一時中止し、又は

打ち切ったときは、その旨の理由を付して、申立

人又は前条第３項の規定により同意を得た者（以

下「申立人等」という。）及び次条第１項の規定に

より通知した市の機関又は第１５条第１項後段の

規定により通知した市の機関以外のものに対し、

速やかに通知しなければならない。

（市の機関に対する調査等）

第１４条 オンブズパーソンは、市の機関に対し調

査を開始するときは、当該市の機関に対し、その

旨を通知するものとする。

２ オンブズパーソンは、調査のため必要があると

認めるときは、市の機関に対し、説明を求め、そ

の保有する文書その他の記録を閲覧し、もしくは

その提出を要求し、又は実地調査をすること（以

下「事実確認等」という。）ができる。

３ オンブズパーソンは、調査の結果必要があると

認めるときは、子どもの権利の侵害の是正のため

の調整（以下「調整」という。）を行うものとする。
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４ オンブズパーソンは、調査又は調整の結果につ

いて、申立人等及び市の機関に対し、速やかに通

知するものとする。ただし、調査又は調整の結果、

第１６条第４項の規定により通知する場合は、こ

の限りでない。

５ 事実確認等を求められた市の機関は、その要求

等に対して適切に対応しなければならない。

（市の機関以外のものに対する調査等）

第１５条 オンブズパーソンは、調査のため必要が

あると認めるときは、市の機関以外のものに対し、

必要な限度において、事実確認等について協力を

求めることができる。この場合において、調査を

開始するときは、オンブズパーソンは、当該市の

機関以外のものに対し、その旨を通知するものと

する。

２ オンブズパーソンは、調査の結果必要があると

認めるときは、市の機関以外のものに対し、調整

について協力を求めることができる。

３ オンブズパーソンは、調査又は調整の結果につ

いて、申立人等及び市の機関以外のものに対し、

速やかに通知するものとする。

（市の機関に対する勧告等）

第１６条 オンブズパーソンは、調査又は調整の結

果、子どもの権利の侵害を取り除くために必要が

あると認めるときは、関係する市の機関に対し、

是正その他必要な措置を講ずるよう勧告又は意見

表明（以下「勧告等」という。）をすることができ

る。

２ オンブズパーソンは、前項の規定により市の機

関に勧告等をしたときは、当該市の機関に対し、

是正その他必要な措置状況について、相当の期限

を付して報告を求めるものとする。

３ 市の機関は、第１項の規定による勧告等を受け

たときは、これを尊重し、是正等の措置を講ずる

とともに、指定された期限内にオンブズパーソン

に報告しなければならない。この場合において、

是正等の措置を講ずることができない特別な理由

があるときは、理由を付して報告しなければなら

ない。

４ オンブズパーソンは、第１項の規定により勧告

等をしたとき、及び前項の規定による報告があっ

たときは、その内容を申立人等に速やかに通知し

なければならない。

５ オンブズパーソンは、子どもの最善の利益を図

るために必要があると認めるときは、勧告等及び

第３項の規定による報告の内容について公表する

よう市長に求めることができる。

６ 市長は、前項の規定による求めがあったときは、

市民に公表するものとし、公表に当たっては、個

人情報の保護について十分な配慮をしなければな

らない。

（市の機関以外のものに対する要請等）

第１７条 オンブズパーソンは、市の機関以外のも

のが事実確認等もしくは調整に係る協力の求めに

応じないとき、又は調整に協力したにもかかわら

ず特別な理由なく是正のための取組を行っていな

いと認められるときは、市長に対し、当該市の機

関以外のものに対してこれらの求めに応じ、もし

くは是正その他必要な措置を講ずるよう要請又は

意見表明（以下「要請等」という。）を行うよう求

めることができる。

２ 市長は、前項の規定による求めがあったときは、

市の機関以外のものに対し、要請等を行うものと

する。

３ 要請等を受けた市の機関以外のものは、適切に

対応するよう努めるとともに、当該要請等への対

応状況について、可能な限り市長に報告するよう

努めるものとする。

４ 市長は、前項の規定による報告があったときは、

その内容をオンブズパーソンに報告するものとす

る。

５ オンブズパーソンは、第１項の規定により市長

に要請等を行うよう求めたとき、及び前項の規定

により市長から報告があったときは、その内容を

申立人等に速やかに通知しなければならない。

（活動状況の報告）

第１８条 オンブズパーソンは、毎年、その活動状

況について、市長に報告するとともに市民に公表

するものとする。

（委任）

第１９条 この条例の施行に関し必要な事項は、市

長が別に定める。
付 則
（施行期日）

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。
ただし、第１１条から第１８条までの規定は、公
布の日から起算して１年を超えない範囲内にお
いて規則で定める日から施行する。
（特別職の給与に関する条例の一部改正）略
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小金井市子どもオンブズパーソン設
置条例施行規則

令和４年３月３１日制定
改正 令和４年８月３０日

（趣旨）
第１条 この規則は、小金井市子どもオンブズパーソ
ン設置条例（令和４年条例第１ 号。以下「条例」と
いう。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。
（定義）

第２条 この規則で使用する用語は、条例の例による。
２ 条例第２条第１号の規則で定める者は、年齢が１
８歳又は１９歳の者で、次に掲げるものをいう。
⑴ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定め
る高等学校もしくは中等教育学校又はこれらに準
ずる学校に在学している者

⑵ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に定
める児童福祉施設又はこれらに準ずる施設に入所
している者

⑶ 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める
者

（オンブズパーソンの会議）
第３条 条例第７条第２項の会議は、代表オンブズパ
ーソンが招集する。

２ 会議は、非公開とする。
３ 会議の運営に関し必要な事項は、別に定めるもの
とする。
（申立て）

第４条 条例第１１条第１項の規定による申立ては、
オンブズパーソンに申立書（様式第１号）を提出す
ることにより行うものとする。ただし、やむを得な
いと認められる場合は、口頭により行うことができ
るものとする。

２ 前項ただし書の規定により申立てを口頭で行う場
合は、オンブズパーソンは、申立ての内容を口頭申
立記録書（様式第２号）に記録するものとする。
（調査をしない旨の通知）

第５条 条例第１２条第４項の規定による通知は、調
査対象外通知書（様式第３号）により行うものとす
る。ただし、申立人等が他の方法による通知を希望
するときは、これによらないことができる。
（調査の中止等の通知）

第６条 条例第１３条第２項の規定による通知は、調
査中止通知書（様式第４号）により行うものとす
る。ただし、申立人等に通知する場合であって、申
立人等が他の
方法による通知を希望するときは、これによらない
ことができる。
（調査の実施）

第７条 条例第１４条第１項及び第１５条第１項の規
定による通知は、調査実施通知書（様式第５号）に
より行うものとする。
（処理経過等の申立人等に対する通知）

第８条 条例第１４条第４項、第１５条第３項、第１
６条第４項及び第１７条第５項の規定による申立人
等に対する通知は、処理経過等通知書（様式第６
号）により行うものとする。ただし、申立人等が他
の方法による通知を希望するときは、これによらな
いことができる。

（結果の通知）
第９条 条例第１４条第４項の規定による市の機関に
対する通知及び第１５条第３項の規定による市の機
関以外のものに対する通知は、調査結果通知書（様
式第７号）により行うものとする。
（勧告等の通知等

第１０条 条例第１６条第１項の勧告等は、勧告・意
見表明通知書（様式第８号）により行うものとす
る。
（是正その他必要な措置についての報告）

第１１条 条例第１６条第３項及び第１７条第３項の
規定による報告は、是正その他必要な措置状況につ
いての報告書（様式第９号）により行うものとす
る。
（公表）

第１２条 条例第１６条第６項の規定による公表は、
次に掲げる方法により行うものとする。
⑴ 小金井市公告式条例（昭和２５年条例第１１号）
第２条第２項に規定する掲示場への掲示

⑵ 市のホームページへの掲載
⑶ 前２号に掲げるもののほか、効果的に周知でき

る方法
（要請等の求め

第１３条 条例第１７条第１項の要請等の求めは、要
請・意見表明要求書（様式第１０号）により行うもの
とする。
（要請等の通知

第１４条 条例第１７条第２項の要請等は、要請・意見
表明通知書（様式第１１号）により行うものとする。
（相談・調査専門員）

第１５条 オンブズパーソンの職務の遂行を補助するた
め、相談・調査専門員を置く。
（身分証明書）

第１６条 オンブズパーソン及び相談・調査専門員
は、調査又は調整をするときは、身分証明書（様式
第１２号）を携帯し、請求があったときは、これを
提示しなければならない。
（公印）

第１７条 オンブズパーソンの公印の名称、ひな型番
号、書体、寸法、材質、ひな型、用途及び個数は、別
表に定めるところによる。

２ 前項の公印は、児童青少年課長が管守する。
３ 第１項の公印の取扱い等については、小金井市公印
規則（昭和５９年規則第８号）
の例による。
（庶務）

第１８条 オンブズパーソンの庶務は、子ども家庭部児
童青少年課において処理する。
（その他）

第１９条 この規則に定めるもののほか必要な事項
は、市長が別に定める。

付 則

（施行期日）
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第４条から
第 条までの規定は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内

において、別に規則で定める日から施行する。
付 則（令和４年８月 日）
この規則は、公布の日から施行する。
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小金井市子どもオンブズパーソン設
置条例施行規則

令和４年３月３１日制定
改正 令和４年８月３０日

（趣旨）
第１条 この規則は、小金井市子どもオンブズパーソ
ン設置条例（令和４年条例第１ 号。以下「条例」と
いう。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。
（定義）

第２条 この規則で使用する用語は、条例の例による。
２ 条例第２条第１号の規則で定める者は、年齢が１
８歳又は１９歳の者で、次に掲げるものをいう。
⑴ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定め
る高等学校もしくは中等教育学校又はこれらに準
ずる学校に在学している者

⑵ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に定
める児童福祉施設又はこれらに準ずる施設に入所
している者

⑶ 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める
者

（オンブズパーソンの会議）
第３条 条例第７条第２項の会議は、代表オンブズパ
ーソンが招集する。

２ 会議は、非公開とする。
３ 会議の運営に関し必要な事項は、別に定めるもの
とする。
（申立て）

第４条 条例第１１条第１項の規定による申立ては、
オンブズパーソンに申立書（様式第１号）を提出す
ることにより行うものとする。ただし、やむを得な
いと認められる場合は、口頭により行うことができ
るものとする。

２ 前項ただし書の規定により申立てを口頭で行う場
合は、オンブズパーソンは、申立ての内容を口頭申
立記録書（様式第２号）に記録するものとする。
（調査をしない旨の通知）

第５条 条例第１２条第４項の規定による通知は、調
査対象外通知書（様式第３号）により行うものとす
る。ただし、申立人等が他の方法による通知を希望
するときは、これによらないことができる。
（調査の中止等の通知）

第６条 条例第１３条第２項の規定による通知は、調
査中止通知書（様式第４号）により行うものとす
る。ただし、申立人等に通知する場合であって、申
立人等が他の
方法による通知を希望するときは、これによらない
ことができる。
（調査の実施）

第７条 条例第１４条第１項及び第１５条第１項の規
定による通知は、調査実施通知書（様式第５号）に
より行うものとする。
（処理経過等の申立人等に対する通知）

第８条 条例第１４条第４項、第１５条第３項、第１
６条第４項及び第１７条第５項の規定による申立人
等に対する通知は、処理経過等通知書（様式第６
号）により行うものとする。ただし、申立人等が他
の方法による通知を希望するときは、これによらな
いことができる。

（結果の通知）
第９条 条例第１４条第４項の規定による市の機関に
対する通知及び第１５条第３項の規定による市の機
関以外のものに対する通知は、調査結果通知書（様
式第７号）により行うものとする。
（勧告等の通知等

第１０条 条例第１６条第１項の勧告等は、勧告・意
見表明通知書（様式第８号）により行うものとす
る。
（是正その他必要な措置についての報告）

第１１条 条例第１６条第３項及び第１７条第３項の
規定による報告は、是正その他必要な措置状況につ
いての報告書（様式第９号）により行うものとす
る。
（公表）

第１２条 条例第１６条第６項の規定による公表は、
次に掲げる方法により行うものとする。
⑴ 小金井市公告式条例（昭和２５年条例第１１号）
第２条第２項に規定する掲示場への掲示

⑵ 市のホームページへの掲載
⑶ 前２号に掲げるもののほか、効果的に周知でき

る方法
（要請等の求め

第１３条 条例第１７条第１項の要請等の求めは、要
請・意見表明要求書（様式第１０号）により行うもの
とする。
（要請等の通知

第１４条 条例第１７条第２項の要請等は、要請・意見
表明通知書（様式第１１号）により行うものとする。
（相談・調査専門員）

第１５条 オンブズパーソンの職務の遂行を補助するた
め、相談・調査専門員を置く。
（身分証明書）

第１６条 オンブズパーソン及び相談・調査専門員
は、調査又は調整をするときは、身分証明書（様式
第１２号）を携帯し、請求があったときは、これを
提示しなければならない。
（公印）

第１７条 オンブズパーソンの公印の名称、ひな型番
号、書体、寸法、材質、ひな型、用途及び個数は、別
表に定めるところによる。

２ 前項の公印は、児童青少年課長が管守する。
３ 第１項の公印の取扱い等については、小金井市公印
規則（昭和５９年規則第８号）
の例による。
（庶務）

第１８条 オンブズパーソンの庶務は、子ども家庭部児
童青少年課において処理する。
（その他）

第１９条 この規則に定めるもののほか必要な事項
は、市長が別に定める。

付 則

（施行期日）
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第４条から
第 条までの規定は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内

において、別に規則で定める日から施行する。
付 則（令和４年８月 日）
この規則は、公布の日から施行する。
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